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本書は、（社）情報通信技術委員会が著作権を保有しています。 

内容の一部又は全部を（社）情報通信技術委員会の許諾を得ることなく複製、転載、改変、

転用及びネットワーク上での送信、配布を行うことを禁止します。 
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＜参考＞ 

１．国際勧告との関連 
 

 本標準は、１９９５年７月の国際電気通信連合電気通信標準化部門（ＩＴＵ－Ｔ）ＳＧ１３ 全体会合に

おいて勧告化手続きにかけられたＩＴＵ－Ｔ勧告草案Ｉ．３６５．３に準拠している。 

 

２．上記国際勧告などに対する追加項目等 
 

 特になし 

 

３．改版の履歴 
 

版数 発行日 改版内容 

第１版 平成 ８年 ４月２４日 制定 

   

 
４．工業所有権   
 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧に

なれます。 

 

５．その他 
 

ＪＴ－Ｉ３６５．３が参照している勧告、標準等 

ＴＴＣ標準： JT-I361, JT-I363, JT-Q2110 

ＩＴＵ－Ｔ勧告： Q.923, X.200, X.210, X.214, X.223, Q.2951.8, Q.2957.1, X.650 

ＩＳＯ／ＩＳＰ 10609-3 
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１．序文

　この標準は、広帯域ＩＳＤＮにおけるＯＳＩコネクション型トランスポートサービス（ＣＯＴＳ）をサ

ポートするＡＴＭアダプテーションレイヤの一部の機能を規定する。この機能は、ＡＡＬのサービス依存

コネクション型プロトコル（ＳＳＣＯＰ）のサービスをＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１４[7]に規定されたトラン

スポートサービスユーザの要求に合わせる為に使われる。この機能は、ＣＯＴＳを提供するサービス依存

コーディネーション機能（ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ）と呼ばれる。

　この標準は、標準ＪＴ－Ｉ３６３[2]に定義されているコネクション型データ転送のための完全なＡＡＬ

構造の中に示されるＳＳＣＦの規定を対象とし、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１４[7]に定義されているトランス

ポートサービスを提供するプロトコルエンティティと標準ＪＴ－Ｑ２１１０[4]に定義されるサービス依存

コネクション型プロトコルとレイヤマネジメントとの関係に関して記述してある。

　この標準は、ＯＳＩコネクション型トランスポートサービスがサポートされる場合、Ｂ－ＩＳＤＮユー

ザ網インタフェース（ＵＮＩ）または、Ｂ－ＩＳＤＮネットワークノードインタフェース（ＮＮＩ）に接

続される装置に適用される。

２．参照文献

　本標準では、参照する形式として日付をつけたりつけなかったりすることにより、他の発行物を取り入

れている。これらの参照は本文中の適当な場所にて引用され、その参照物は以下に示される。日付つきの

参照では、これらの発行物のどんな改訂あるいは修正も、本標準の改訂あるいは修正によりそれらが本標

準に取り入れられる場合にのみ適用される。日付なしの参照では、その発行物の最新版が参照で適用され

る。
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[1] TTC 標準 JT-I361 広帯域ＩＳＤＮ　ＡＴＭレイヤ

[2] TTC 標準 JT-I363 広帯域ＩＳＤＮ　ＡＴＭアダプテーションレイヤ（ＡＡＬ）

[3] ITU-T 勧告 Q.923 ＩＳＤＮコントロールプレーン及びユーザプレーンでＯＳＩコネクション型

ネットワークサービスを提供するための同期転送コーディネーション機能

[4] TTC 標準 JT-Q2110 広帯域ＩＳＤＮ　ＡＡＬサービス依存コネクション型プロトコル（ＳＳＣＯ

Ｐ）

[5] ITU-T 勧告 X.200 ＩＴＵ－Ｔアプリケーションのための開放型システム間相互接続の参照モデル

[6] ITU-T 勧告 X.210 ＯＳＩレイヤサービス規約

[7] ITU-T 勧告 X.214 ＩＴＵ－Ｔアプリケーションのための開放型システム相互接続のトランスポー

トサービス定義

[8] ITU-T 勧告 X.223 ＩＴＵ－ＴアプリケーションのためのＯＳＩコネクションモードネットワーク

サービスを提供するためのＸ．２５の使用

[9] ITU-T 勧告 Q.2951.8 広帯域ＩＳＤＮ　ユーザ・網インタフェース番号通知付加サービスサブアドレ

ス（ＳＵＢ）

[10] ITU-T 勧告 Q.2957.1 広帯域ＩＳＤＮユーザ・網インタフェース付加情報転送付加サービスユーザ・

ユーザ情報転送（ＵＵＳ）

[11] ITU-T 勧告 X.650(1992) OSI Reference model for naming and addressing
[12] ISO/ISP 10609-3(1992) International Standardized Profiles TB, TC, TD and TE - Connection-mode

Transport Service over connection-mode Network Service-Part3:
Subnetwork-type independent requirements for Group TD

３．定義

　この標準は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２００[5]にもとづいて書かれており、次の用語はその勧告で定義され

ている。

ａ） コネクション型

ｂ） 優先データ転送

ｃ） トランスポートレイヤ

ｄ） トランスポートサービス

ｅ） トランスポートサービスアクセスポイント

この標準は、標準ＪＴ－Ｉ３６３[2]にもとづいて書かれており、次の用語はその標準で定義されている。

ａ） 非同期転送モードアダプテーションレイヤ

ｂ） ＣＳ共通部

ｃ） 分割組立サブレイヤ

ｄ） ＣＳサービス依存部

　さらに、この標準は、標準ＪＴ－Ｑ２１１０[4]にもとづいて書かれており、次の用語はその標準で定義

されている。

ａ） サービス依存コーディネーション機能

ｂ） サービス依存コネクション型プロトコル
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４．略語

AAL ATM Adaptation Layer ＡＴＭアダプテーションレイヤ
ATM Asynchronous Transfer Mode 非同期転送モード
CC Connection establishment-Confirmation(PDU) コネクション設定－確認（ＰＤＵ）
COTS Connection-Oriented Transport Service コネクション型トランスポートサービス
CP Common Part 共通部
CPCS CP Convergence Sublayer ＣＳ共通部
CR Connection Estabrishment-Request,(PDU) コネクション設定－要求（ＰＤＵ）
DATA (normal) Data (PDU) データ（ＰＤＵ）
DR Connection Release-Disconnect,(PDU) コネクション解放－切断（ＰＤＵ）
ED Expedited Data (PDU) 優先データ（ＰＤＵ）
EDAK Expedited Data Acknowledgement(PDU) 優先データ応答（ＰＤＵ）
PCI Protocol Control Information プロトコル制御情報
PDU Protocol Data Unit プロトコルデータユニット
QOS Quality of Service サービス品質
SAAL Signalling AAL シグナリング用ＡＴＭアダプテーションレイヤ
SAP Service Access Point サービスアクセスポイント
SAR Segmentation and Reassembly 分割／組立
SCF Synchronization and Coordination Function 同期転送コーディネーション機能
SDL Specification and Description Language 仕様記述言語
SDU Service Data Unit サービスデータユニット
SSCF Service Specific Coordination Function サービス依存コーディネ－ション機能
SSCS Service Specific Convergence Sublayer ＣＳサービス依存部
SSCOP Service Specific Connection Oriented Protocol サービス依存コネクション型プロトコル
SSCOP-UU SSCOP User-to-User parameter ＳＳＣＯＰユーザ間パラメータ
TS (OSI)Transport Service （ＯＳＩ）トランスポートサービス
TSAP (OSI) Transport Service Access Point （ＯＳＩ）トランスポートサービスアクセスポイ

ント
T-SDU Transport Service Data Unit トランスポートサービスデータユニット
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５．規約

　ＡＡＬタイプ５のＳＡＰにおけるプリミティブは“ＡＡＬ－プリミティブ”と呼ぶ規約になっている。

しかしながら、一般的記述（６章参照）で定義され、また図２／ＪＴ－Ｉ３６５．３に見られるように、

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９２３に定義されている同期転送コーディネーション機能（ＳＣＦ）はＡＡＬタイプ

５の直接のユーザであり、そして（Ｔ（ｕ）－プリミティブという言葉で定義される）プリミティブの直

接ユーザであるので、この標準でもＡＡＬタイプ５のＳＡＰで用いられるプリミティブをＴ（ｕ）－プリ

ミティブと呼んでいる。

Ｓ
Ｓ
Ｃ
Ｓ

ＳＡＰＳＡＰＳＡＰＳＡＰ

ＳＡＰＳＡＰＳＡＰＳＡＰ

分割／組立サブレイヤ

サービス依存コーディネーション機能

サービス依存コネクション型プロトコル

ＣＳ共通部

信号

信号

信号

Ｓ
Ｓ
Ｃ
Ｆ

Ｓ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｐ

Ｃ
Ｐ
Ｃ
Ｓ

Ｃ
Ｓ
サ
ー
ビ
ス
依
存
部

コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
サ
ブ
レ
イ
ヤ

Ａ
Ａ
Ｌ

Ｓ
Ａ
Ｒ

Ｃ
Ｓ

図１／ＪＴ－Ｉ３６５．３

ＡＡＬ構成

（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３６５．３）
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６．一般的記述

　コネクション型トランスポートサービスを提供するサービス依存コーディネーション機能（ＳＳＣＦ－

ＣＯＴＳ）はＡＴＭアダプテーションレイヤ（ＡＡＬ）のＣＳサービス依存部（ＳＳＣＳ）に位置する。

それは、ＳＳＣＳの中に位置し標準ＪＴ－Ｑ２１１０に定義されている、サービス依存コネクション型プ

ロトコル（ＳＳＣＯＰ）によって提供されるサービスを利用する。図１／ＪＴ－Ｉ３６５．３にＡＡＬの

構造が描かれている。

　ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳは、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９２３に定義されている同期転送コーディネーション機能

（ＳＣＦ）に要求されるサービスを提供する。このＳＣＦが、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１４に定義されてい

るコネクション型トランスポートサービス（ＣＯＴＳ）を結果的に提供する。ＳＣＦは、Ｃ－プレーンで

定義されるシグナリング機能もまた利用する。図２ａ／ＪＴ－Ｉ３６５．３は交換型ＡＴＭコネクション

（ＳＶＣ）のためのＵ－プレーンとＣ－プレーンの広帯域ＩＳＤＮ網での構造を描いたものである。固定

型ＡＴＭコネクション（ＰＶＣ）の場合、ＳＣＦはＣ－プレーンの代わりにＭ－プレーンと接している。

この状況は、図２ｂ／ＪＴ－Ｉ３６５．３に示されている。

　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９２３で必要なＳＣＦの付加情報は、本標準の付属資料Ｅに定義されている。

　ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳの定義は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２００とＸ．２１０で規定されている原則と名称及

び開放型システム相互接続（ＯＳＩ）の参照モデルとサービス規定を考慮している。

　この標準が記述していること。

・ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳとＳＣＦサブレイヤとの相互作用

・ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳとＳＳＣＯＰサブレイヤとの相互作用

・ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳとＡＡＬマネジメントの相互作用

・コネクション型トランスポートサービス（ＣＯＴＳ）を提供するため、ＳＳＣＯＰの提供するサービ

スを拡張する同位間プロトコル
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SAPSAP

COTS-SAP

AAL サービス依存コネクション型プロトコル
(SSCOP) JT-Q2110

コネクション型トランスポートサービス用

ＡＡＬサービス依存コーディネーション機能

(SSCF-COTS)（本標準）

シグナリング用 AAL
（例　JT-Q2130,JT-Q2110,JT-I363）

同期転送コーディネーション機能(SCF)　ITU-T Q.923

AAL 共通部(CPCS+SAR)
JT-I363

シグナリング用レイヤ 3
（例　JT-Q2931）

図２ａ／ＪＴ－Ｉ３６５．３

交換型ＡＴＭコネクションを利用するＣＯＴＳ提供者の構造

（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３６５．３）
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SAP

COTS-SAP

AAL サービス依存コネクション型プロトコル
(SSCOP) JT-Q2110

コネクション型トランスポートサービス用

ＡＡＬサービス依存コーディネーション機能

(SSCF-COTS)（本標準）

Ｍ－プレーン

同期転送コーディネーション機能(SCF)　ITU-T Q.923

AAL 共通部(CPCS+SAR)
JT-I363

図２ｂ／ＪＴ－Ｉ３６５．３

固定型ＡＴＭコネクションを利用するＣＯＴＳ提供者の構造

（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３６５．３）
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７．ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳによって提供されるサービス

　ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳは、データ（すなわちＳＳＣＦ－ＣＯＴＳユーザの間でやりとりされるＳＳＣＦ－

ＣＯＴＳユーザデータ）の透過的な転送を提供する。

　この転送を成し遂げるための通信リソースは、ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳユーザには見えない。

特に、ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳは次のようなサービスを提供する：

ａ）下位の転送メディアからの独立性

　ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳサービスはそのユーザを、ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳサービスが設定された際の、手段に

関するすべての問題点から解放する。これによりＱＯＳに関する影響の可能性を除いて、データ転送が異

なる下位ネットワークで実行されていることは、ユーザには見えない。

ｂ）転送情報の透過性

　ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳサービスはオクテット単位のＳＳＣＦ－ＣＯＴＳユーザデータ及び／もしくは制御

情報の透過的転送を提供する。ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳサービスは情報の内容、フォーマット、コーディング

には制限がなく、情報の構造や意味を解釈する必要もない。

ｃ）コネクション設定及び解放

　ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳサービスはコネクション設定及び解放においてＳＳＣＦ－ＣＯＴＳユーザを助ける。

コネクション設定中、オプションである優先データの「使用」もしくは「使用せず」が選択される。両側

から同時にコネクション設定要求が発生しても、せいぜい１つのコネクションが設定されるだけである。

ｄ）ＱＯＳ選択

　ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳサービスはユーザに対して、ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳユーザデータの転送のためＱＯＳ

の要求及び合意の手段を提供する。ＱＯＳはスループット、中継遅延、正確性、信頼性などの特性を表現

するＱＯＳパラメータによって指定される。スループットと中継遅延は、コネクション設定中の交渉の対

象となる。

ｅ）ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳユーザアドレシング

　ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳサービスはＳＳＣＦ－ＣＯＴＳユーザが確定的に互いを参照可能なアドレス体系（Ｔ

ＳＡＰアドレス）を使用する。
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８．ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ機能

　ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳは以下の機能を提供する。

ａ）分割／組立

　この機能は標準ＪＴ－Ｑ２１１０に規定された下位サブレイヤの最大長を越えるＴ－ＳＤＵを、送信側

ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳエンティティによって分割して分割単位毎に送信し、受信側ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳエン

ティティによって組み立てることを保証する。

ｂ）レイヤマネージメントへのエラー通知

　この機能は発生したエラーをレイヤマネージメントに通知する。

ｃ）コネクション設定

　この機能はＴ（ｕ）－コネクションを設定する。

（注）標準ＪＴ－Ｑ２１１０に規定されたサブレイヤより下位のコネクションは、要求があり次第もしく

は固定的に設定される。

ｄ）コネクション解放

　この機能は、ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳユーザもしくはＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ提供者による、無条件でデータが

失われる可能性のあるＴ（ｕ）－コネクションの解放を提供する。

さらに、次のＳＳＣＯＰサービスが利用される（標準ＪＴ－Ｑ２１１０参照）：

ｅ）Ｔ－ＳＤＵの転送順序保証

ｆ）Ｔ－ＳＤＵのエラー訂正

ｇ）Ｔ－ＳＤＵのフロー制御

ｈ）キープアライブ

ｉ）非確認型データ転送

次の機能はＣＯＴＳ提供者のオプションである。

ｊ）優先データ転送

　この機能は独立した優先Ｔ－ＳＤＵを順序通りに転送する手段を提供する。優先Ｔ－ＳＤＵは長さに制

限があり、それらの送信は通常のデータ転送とは異なるフロー制御に従う。優先Ｔ－ＳＤＵ転送における

エラーは再送により訂正される。この機能は付属資料Ｃに規定される。
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９．レイヤ間通信のための要素

　本章はＳＳＣＦ－ＣＯＴＳとＳＣＦ、ＳＳＣＯＰ及びレイヤマネージメント間のプリミティブ、信号、

信号シーケンスのための状態遷移図を規定する。

9.1　ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳとＳＣＦ間のプリミティブ

　ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳとＳＣＦの間のプリミティブはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９２３にも規定される。二つの

規定間に差があるときは、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９２３による規定が優先する。

　ＳＣＦの確認型解放が適用される。ＳＣＦとＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ間のＴ（ｕ）－プリミティブのレパー

トリーは表１／ＪＴ－Ｉ３６５．３に定義される。

表１／ＪＴ－Ｉ３６５．３

ＳＣＦとＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ間のプリミティブ及びパラメータ

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）

タイプ

プリミティブ名 要求 表示 応答 確認

Ｔ(ｕ)－接続 宛先アドレス

送信元アドレス

優先データ選択

ＴＳ－ユーザデータ

サービス品質

宛先アドレス

送信元アドレス

優先データ選択

ＴＳ－ユーザデータ

サービス品質

応答アドレス

優先データ選択

ＴＳ－ユーザデータ

サービス品質

応答アドレス

優先データ選択

ＴＳ－ユーザデータ

サービス品質

Ｔ(ｕ)－切断
ＴＳ－ユーザデータ

理由

ＴＳ－ユーザデータ

未定義 －

Ｔ(ｕ)－データ ＴＳ－ユーザデータ ＴＳ－ユーザデータ 未定義 未定義

Ｔ(ｕ)－優先データ

（注１）

ＴＳ－ユーザデータ ＴＳ－ユーザデータ 未定義 未定義

－　パラメータがないプリミティブ

（注１）優先データ転送オプションが実装され、コネクション設定時に選択された場合にのみ、このプリ

ミティブが使用可能となる。
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9.1.1　プリミティブ定義

　プリミティブの定義は以下の通りである。

ａ）Ｔ（ｕ）－接続

　「 Ｔ（ｕ）－接続」プリミティブは同位ユーザエンティティ間の確認型データ転送のためのポイントポ

イントコネクションの設定に用いられる。

ｂ）Ｔ（ｕ）－切断

　「 Ｔ（ｕ）－切断」プリミティブは同位ユーザエンティティ間の確認型データ転送のためのポイントポ

イントコネクションの解放に用いられる。

ｃ）Ｔ（ｕ）－データ

　「 Ｔ（ｕ）－データ」プリミティブは同位ユーザエンティティ間の確認型ポイントポイント（通常）Ｔ

－ＳＤＵ転送に用いられる。

ｄ）Ｔ（ｕ）－優先データ

　「 Ｔ（ｕ）－優先データ」プリミティブは、Ｔ－ＳＤＵの同位ユーザエンティティ間での確認型ポイン

トポイント（優先）転送のために用いられる。

9.1.2　パラメータ定義

　表１／ＪＴ－Ｉ３６５．３はＴ（ｕ）－プリミティブに関連するパラメータを示す。パラメータの定義

は次の通りである。

ａ）ＴＳ－ユーザデータ

　コネクションの設定及び解放時に、任意のオクテット数のユーザデータを転送するために「ＴＳ－ユー

ザデータ」パラメータは用いられる。このパラメータの長さは０でもよい。すなわちＴＳ－ユーザデータ

は運ばれなくてもよい。パラメータの最大長はＳＳＣＯＰの機能により決まる。（表Ｂ．１／ＪＴ－Ｉ３６

５．３パラメータｊ参照）

　優先データ転送においては、優先Ｔ－ＳＤＵを構成する１から１６の間の任意のオクテット数のＣＯＴ

Ｓ優先ユーザデータを転送するために本パラメータは用いられる。

　通常データ転送においては、１つのＴ－ＳＤＵを構成する１以上の任意のオクテット数のＣＯＴＳユー

ザデータを転送するために本パラメータは用いられる。

ｂ）優先データ選択

　「優先データ選択」パラメータはコネクション設定時に、優先データ転送オプションを使用するかどう

かを決めるために用いられる。本パラメータの値は「優先データ使用」か「優先データ使用せず」である。
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ｃ）理由

　「理由」パラメータはコネクション解放時にその動作の理由を示すのに用いられる。本パラメータの値

は表２／ＪＴ－Ｉ３６５．３に要約される。

表２／ＪＴ－Ｉ３６５．３

「理由」パラメータの値

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）

プリミティブ 理由パラメータ値

Ｔ（ｕ）－切断－表示 通常

ＴＳ提供者のローカル又はリモートでのリソース不足

最低レベル以下のＱＯＳ

ＴＳ提供者の非行（悪意のふるまい）

宛先ＴＳユーザ不明

宛先ＴＳユーザ利用不可

理由不特定

ｄ）宛先アドレス

　「宛先アドレス」パラメータはコネクション設定時に用いられ、コネクションを設定すべき宛先のＴＳ

ＡＰアドレスを転送する。

ｅ）送信元アドレス

　「送信元アドレス」パラメータはコネクション設定時に用いられ、コネクション設定を要求した要求元

のＴＳＡＰアドレスを転送する。

ｆ）応答アドレス

　「応答アドレス」パラメータはコネクション設定時に用いられ、コネクションが設定された宛先のＴＳ

ＡＰアドレスを転送する。

ｇ）サービス品質

　ＱＯＳパラメータはコネクション設定中に、スループットと中継遅延時間を決めるのに用いられる。Ｔ

（ｕ）－接続－要求プリミティブでは「目標値」と「受け入れ可能最小値」を示す。Ｔ（ｕ）－接続－表

示プリミティブは「使用可能」と「受け入れ可能最小値」を示す。Ｔ（ｕ）－接続－応答及び確認プリミ

ティブは「選択された値」を示す。

（注）スループットと中継遅延時間以外のＱＯＳパラメータはサポートされない。

9.2　ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳとＳＳＣＦ－ＣＯＴＳレイヤマネージメント間の信号

　ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳとＳＳＣＦ－ＣＯＴＳレイヤマネージメント間のＭＴ（ｕ）信号の一覧を表３／Ｊ

Ｔ－Ｉ３６５．３に示す。
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9.2.1　信号定義

ａ）ＭＴ（ｕ）－エラー

　「ＭＴ（ｕ）－エラー」信号はエラーをＳＳＣＦ－ＣＯＴＳレイヤマネージメントに通知するのに用い

られる。

ｂ）ＭＴ（ｕ）－状態

　「ＭＴ（ｕ）－状態」信号は状態の変化をＳＳＣＦ－ＣＯＴＳレイヤマネージメントに通知するのに用

いられる。

ｃ）ＭＴ（ｕ）－報告

　「ＭＴ（ｕ）－報告」信号は相手同位ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳエンティティとの間で交換されたユーザデー

タや制御情報をＳＳＣＦ－ＣＯＴＳレイヤマネージメントに通知するのに用いられる。

ｄ）ＭＴ（ｕ）－切断

　「ＭＴ（ｕ）－切断」信号はＳＳＣＦ－ＣＯＴＳレイヤマネージメントがＴ（ｕ）－コネクションの解

放を要求するのに用いられる。

表３／ＪＴ－Ｉ３６５．３

ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳとＳＳＣＦ－ＣＯＴＳレイヤマネージメント間の信号とパラメータ

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）

タイプ

一般名称 要求 表示 応答 確認

ＭＴ（ｕ）－エラー 未定義 Code 未定義 未定義

ＭＴ（ｕ）－状態 未定義 State 未定義 未定義

ＭＴ（ｕ）－報告 未定義 direction,type 未定義 未定義

ＭＴ（ｕ）－切断 － 未定義 未定義 未定義

－　パラメータがない信号

9.2.2　パラメータ定義

ａ）コード（Ｃｏｄｅ）

　「コード（ｃｏｄｅ）」パラメータはレイヤマネージメントに報告するエラーの内容を示す。本パラメー

タの値は付属資料Ａに要約されている。

ｂ）状態（Ｓｔａｔｅ）

　「状態（ｓｔａｔｅ）」パラメータはレイヤマネージメントに新しい状態（図５／ＪＴ－Ｉ３６５．３に

従う）を示す。

ｃ）方向（Ｄｉｒｅｃｔｉｏｎ）

　「方向（ｄｉｒｅｃｔｉｏｎ）」パラメータは情報が送られた（“ｓｎｄ”）のか受信された（“ｒｃｖ”）

のかを示す。

ｄ）タイプ（Ｔｙｐｅ）

　「タイプ（ｔｙｐｅ）」パラメータは交換された情報の種類を示す。これは下記のシンボルで表現される。
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ＣＲ コネクション設定－要求（Connection Establishment - Request）
ＣＣ コネクション設定－確認（Connection Establishment - Confirmation）
ＤＲ コネクション解放－切断（Connection Release - Disconnect）
ＤＡＴＡ 通常データ

ＥＤ 優先データ（Expedited Data）
ＥＤＡＫ 優先データ応答（Expedited Data Acknowledgement）

9.2.3　ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳとレイヤマネージメント間の境界状態

　ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳとレイヤマネージメント間の境界において、以下の状態が定義される。

・状態１　アイドル

この状態ではＴ（ｕ）－コネクションは存在しない（もしくは解放途中である）。

・状態２　設定中

この状態ではＴ（ｕ）－コネクションは設定の途中である。

・状態３　データ転送可能

この状態ではＴ（ｕ）－コネクションはデータ転送状態にある。

9.3　ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳとＳＳＣＯＰ間の信号

　ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳとＳＳＣＯＰ間の信号は標準ＪＴ－Ｑ２１１０にて定義される。

表４／ＪＴ－Ｉ３６５．３に概略を示す。表４の概略と標準ＪＴ－Ｑ２１１０の定義に違いがあれば、標

準ＪＴ－Ｑ２１１０に準ずる。

　ＳＳＣＯＰのデータ回収機能及び再同期機能は使用されない。従って、ＡＡ－再同期－表示はエラーと

して処理され、コネクションは解放される。パラメータ“ＢＲ”は常に“ＹＥＳ”に設定される。

表４／ＪＴ－Ｉ３６５．３

ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳとＳＳＣＯＰ間の信号とパラメータ

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）

タイプ

一般名称 要求 表示 応答 確認

ＡＡ－設定 SSCOP-UU
BR

SSCOP-UU SSCOP-UU
BR

SSCOP-UU

ＡＡ－解放 SSCOP-UU SSCOP-UU
source

未定義 －

ＡＡ－データ MU MU
SN

未定義 未定義

ＡＡ－再同期（注１） SSCOP-UU SSCOP-UU － －

ＡＡ－回復　（注２） 未定義 － － 未定義

ＡＡ－ユニットデータ MU MU 未定義 未定義

－　パラメータがない信号

（注１）ＡＡ－再同期－要求及びＡＡ－再同期－応答は用いられない；ＡＡ－再同期－表示を受信すると

エラーとして処理され、Ｔ（ｕ）－コネクションは解放される。

（注２）ＡＡ－回復－応答は用いられない；ＡＡ－回復－表示を受信するとエラーとして処理され、Ｔ（ｕ）

－コネクションは解放される。



- 15 - ＪＴ－Ｉ３６５．３

9.3.1　信号定義

ａ）「ＡＡ－設定」信号は、同位ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳエンティティ間で、確認型情報転送用ポイント・ポイ

ントコネクションの設定に使用される。

ｂ）「ＡＡ－解放」信号は、同位ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳエンティティ間で、確認型情報転送用ポイント・ポイ

ントコネクションの終了に使用される。

ｃ）「ＡＡ－データ」信号は、同位ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳエンティティ間のＳＤＵの確認型ポイント・ポイン

ト転送に使用される。

ｄ）「ＡＡ－再同期」信号は、ＳＳＣＯＰコネクションの再同期を取るのに使用される。

ｅ）「ＡＡ－回復」信号は、プロトコル誤りからの回復時に使用される。

ｆ）「ＡＡ－ユニットデータ」信号は、同位ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳエンティティ間のＳＤＵの非確認型転送に

使用される。

9.3.2　パラメータ定義

ａ）「メッセージユニット（ＭＵ）」パラメータは、情報転送時に、可変長メッセージを転送するのに使用

される。ＡＡ－データ－要求信号とＡＡ－ユニットデータ－要求信号内のＭＵパラメータはＳＳＣＯＰ－

ＰＤＵの情報フィールドにそのままマッピングされる。ＡＡ－データ－表示信号とＡＡ－ユニットデータ

－表示信号では、このパラメータには受信したＳＳＣＯＰ－ＰＤＵの情報フィールドの内容が含まれる。

ＭＵは１オクテットの整数倍の長さである。

ｂ）「ＳＳＣＯＰユーザ間情報（ＳＳＣＯＰ－ＵＵ）」パラメータは、コネクション制御時に、可変長のユー

ザ間メッセージを転送するのに使用される。ＢＧＮ，ＢＧＡＫ，ＢＧＲＥＪ，ＥＮＤの各ＰＤＵ内のＳＳ

ＣＯＰ－ＵＵの転送は保証されない。要求信号と応答信号内のＳＳＣＯＰ－ＵＵパラメータはＳＳＣＯＰ

－ＰＤＵのＳＳＣＯＰ－ＵＵ（ＳＳＣＯＰユーザ間情報）フィールドにそのままマッピングされる。表示

信号と確認信号では、ＳＳＣＯＰ－ＵＵパラメータは受信したＳＳＣＯＰ－ＰＤＵのＳＳＣＯＰ－ＵＵ

フィールドの内容を含む。ＳＳＣＯＰ－ＵＵは、存在する場合は、１オクテットの整数倍の長さである。

ＳＳＣＯＰ－ＵＵはヌル（データが存在しない）の場合もある。

ｃ）「シーケンス番号（ＳＮ）」パラメータは、ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳエンティティでは無視される。

ｄ）「バッファ解放（ＢＲ）」パラメータは、ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳエンティティでは使用されない。その値

は常に“ＹＥＳ”に設定される。

ｅ）「ソース（Ｓｏｕｒｃｅ）」パラメータは、ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳエンティティに対し、ＳＳＣＯＰレイ

ヤあるいは相手同位ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳエンティティのいずれがコネクション解放を起動したかを示す。

このパラメータは、“ＳＳＣＯＰ”か“Ｕｓｅｒ”のどちらかの値を取る。値が“Ｕｓｅｒ”ならば、相手

同位ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳエンティティが起動元である。
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9.4　ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳのレイヤ境界における信号シーケンスに対する状態遷移図

　この節では、ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳのレイヤ境界で発生する信号のシーケンスに関する制約を規定する。

このシーケンスは、ＳＣＦとＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ間、およびＳＳＣＦ－ＣＯＴＳとＳＳＣＯＰ間での１つ

のポイント・ポイントＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ終端点の状態に関連する。

　ポイント・ポイントＳＳＣＦ－ＣＯＴＳコネクションエンドポイントにおいて取りうる信号シーケンス

の全体は、読者に便利なように、図３／ＪＴ－Ｉ３６５．３の状態遷移図に示される。これらのプリミティ

ブと状態遷移はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９２３に定義される。もし図３における表現がＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９

２３と異なる場合は、Ｑ．９２３の定義が優先される。

　ポイント・ポイントＳＳＣＯＰエンドポイントにおいて取りうる信号シーケンスの全体は、読者に便利

なように、図４／ＪＴ－Ｉ３６５．３の状態遷移図に示される。これらの信号と状態遷移は標準ＪＴ－Ｑ

２１１０で定義される。もし図４における表現が標準ＪＴ－Ｑ２１１０と異なる場合は、ＪＴ－Ｑ２１１

０の定義が優先される。

　このモデルではＳＣＦから見たＳＳＣＦ－ＣＯＴＳの動作またはＳＳＣＦ－ＣＯＴＳによって利用され

るＳＳＣＯＰの動作のサブセットを説明している。このモデルでは、要求信号または応答信号は表示信号

または確認信号と同時には発行されないと仮定している。また、このモデルでは信号が処理遅延なしにす

ぐにサービスされることを前提としている。図において、

ａ）許容されるプリミティブまたは信号は、図に記述されている状態遷移（ある状態から同じ状態、また

はある状態から別の状態への遷移）を起こすものだけである。

ｂ）ＳＣＦとＳＳＣＦ－ＣＯＴＳとの間でやり取りされるプリミティブは衝突が発生しないように調整さ

れている事を前提とする。ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳとＳＳＣＯＰ間でやり取りされる信号についても同様であ

る。

ｃ）「アイドル」状態（状態１）はコネクションが存在しないことを示す。この状態は、全てのシーケンス

の初期状態であるとともに最終状態でもあり、再びこの状態に入った場合にはコネクションは解放される。

　ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳのレイヤマネージメント境界において取りうる信号シーケンスの全体は、図５／Ｊ

Ｔ－Ｉ３６５．３の状態遷移図に示される。図５／ＪＴ－Ｉ３６５．３の状態１から３は節９．２．３に

定義される。
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図３／ＪＴ－Ｉ３６５．３

ＳＣＦとＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ間のプリミティブシーケンスに対する状態遷移図

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）
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10

８

６

２ ３

ＡＡ－解放－要求

ＡＡ－解放－要求

ＡＡ－設定－応答

１

ＡＡ－再同期－表示

４
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誤
り
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ア
イ
ド
ル

ＡＡ－解放－表示 ＡＡ－解放－表示 ＡＡ－設定－表示

ＡＡ－解放－要求

ＡＡ－解放－確認

ＡＡ－解放－表示

ＡＡ－設定－確認

ＡＡ－設定－要求

ＡＡ－回復－表示

ＡＡ－データ－表示ＡＡ－データ－要求

アイドル

図４／ＪＴ－Ｉ３６５．３

ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳとＳＳＣＯＰ間の信号のシーケンスを示す状態遷移図

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）
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MT(u)-切断-要求

MT(u)-状態-表示(1)

MT(u)-状態-表示(2)

MT(u)-状態-表示(3)

MT(u)-切断-要求

ア
イ

ド
ル

設
定

デ
|
タ
転

送

データ

転送可能

3

アイドル

1

設定

2

MT(u)-状態-表示(1)

図５／ＪＴ－Ｉ３６５．３

ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳとレイヤマネージメント間の信号のシーケンスを示す状態遷移図

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）
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１０．同位間通信に対するプロトコル要素

　ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ同位間のプロトコルは、下位サブレイヤ（ＳＳＣＯＰ、標準ＪＴ－Ｑ２１１０）に

より提供される機構を利用する。詳細を以下に示す。

・コネクション設定と解放には、ＳＳＣＯＰの対応するサービス、すなわち、ＡＡ－設定，ＡＡ－解放の

各信号を使用する。付加情報はＳＳＣＯＰ－ＵＵパラメータにより伝送される。

・通常のデータ転送は、フロー制御機構が組み込まれたＳＳＣＯＰの確認型データ転送サービスを利用す

る。

・同位のＳＳＣＦ－ＣＯＴＳエンティティが利用するＳＳＣＯＰの再同期サービスは、誤りとＴＳ－提供

者が起動するコネクション解放にマッピングされる。

・ＳＳＣＯＰの誤り回復サービスは、ＴＳ提供者が起動するコネクション解放にマッピングされる。

・ＳＳＣＯＰのデータ回収サービスは使用されない。すなわち、ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳはＡＡ－回収－要求

信号を発行しない。したがって、ＡＡ－回収－表示とＡＡ－回収完了－表示信号を受信することはない。

　オプションのＳＳＣＦ－ＣＯＴＳサービスを実装する場合、ＳＳＣＯＰサービスは 以下のように利用さ

れる。

・優先データ転送サービスは、確認型サービスのフロー制御から独立した非確認型データストリームを利

用する。伝送誤りに対する再送および独立したフロー制御による誤り回復は、ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳサブレ

イヤ内の同位間プロトコルにより行われる。使用されるＳＳＣＯＰ信号は、ＡＡ－ユニットデータである。

10.1　ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ－ＰＤＵ

ＰＤＵの種別を表５／ＪＴ－Ｉ３６５．３に示す。

表５／ＪＴ－Ｉ３６５．３

ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ－ＰＤＵの種別

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）

ＰＤＵ名 説明

ＣＲ－ＰＤＵ

ＣＣ－ＰＤＵ

ＤＲ－ＰＤＵ

コネクション設定要求 (Connection Establishment - Request)
コネクション設定確認 (Connection Establishment -Confirmation)
コネクション解放切断 (Connection Release - Disconnect)

ＤＡＴＡ－ＰＤＵ 通常データ           (normal) Data
ＥＤ－ＰＤＵ

ＥＤＡＫ－ＰＤＵ

優先データ           (Expedited Data)
優先データ応答       (Expedited Data Acknowledgement)

ＲＳ－ＰＤＵ コネクションリセット (Connection Reset)

（ＴＴＣ注）優先データ転送オプションをサポートするためのＰＤＵは、付属資料Ｃにおいて定義されて

いる。
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10.1.1　非確認型データ転送を利用するＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ－ＰＤＵ

非確認型データ転送を利用するＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ－ＰＤＵは、優先データ転送オプションが実装され

ていてコネクション設定時に選択された場合にのみ取り扱われる。

10.1.2　確認型データ転送を利用するＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ－ＰＤＵ

確認型データ転送を利用するＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ－ＰＤＵは以下の通り。

・通常データ（ＤＡＴＡ－ＰＤＵ）

ＤＡＴＡ－ＰＤＵは、同位ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳユーザエンティティ間のＴ－ＳＤＵの転送に使用される。

Ｔ－ＳＤＵは、下位層のＳＳＣＯＰサブレイヤの最大ＰＤＵ長の定義に適合したサイズの複数のＤＡＴＡ

－ＰＤＵに分割されることもある。

　もし、優先データ転送オプションが実装されていて、コネクション設定時に選択された場合には、ＤＡ

ＴＡ－ＰＤＵは、受信側のＳＳＣＦ－ＣＯＴＳエンティティにおいて通常データが優先データを追い越さ

ないことを保証するための同期情報も運ぶ。この情報を運ぶフィールドは、Ｎ（Ｅ）とＮ（ＴＳ）である。

10.1.3　ＳＳＣＯＰコネクション制御サービス内のデータ転送能力を利用する

ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ－ＰＤＵ

・コネクション設定要求（ＣＲ－ＰＤＵ）およびコネクション設定確認（ＣＣ－ＰＤＵ）

ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳとＳＳＣＯＰ間で同時にコネクション設定がなされる場合、ＣＲ－ＰＤＵとＣＣ－Ｐ

ＤＵが、Ｔ（ｕ）－コネクションパラメータとＮＳ－ユーザデータの交換に使用される。ＣＲ－ＰＤＵは、

ＡＡ－設定－要求，ＡＡ－設定－表示の各信号のＳＳＣＯＰ－ＵＵパラメータにより伝送される。ＣＣ－

ＰＤＵは、ＡＡ－設定－応答，ＡＡ－設定－確認の各信号のＳＳＣＯＰ－ＵＵパラメータにより伝送され

る。

・コネクション解放切断要求（ＤＲ－ＰＤＵ）

　ＤＲ－ＰＤＵは、切断サービスにおいて以下の情報を伝えるために使用される。即ち、ＴＳユーザデー

タ、切断の理由をやり取りするために使用される。ＤＲ－ＰＤＵは、ＡＡ－解放－要求，ＡＡ－解放－表

示の各信号内のＳＳＣＯＰ－ＵＵパラメータにより伝送される。

10.2　ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ－ＰＤＵフォーマット

　図６／ＪＴ－Ｉ３６５．３から図８／ＪＴ－Ｉ３６５．３にＳＳＣＦ－ＣＯＴＳサービスで使用される

ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ－ＰＤＵのフォーマットを示す。
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オクテット

１ ２ ３ ４

１ Ｔ－ＳＤＵ情報（最大ｋオクテット）

... ＰＡＤ（０～３オクテット）

Ｎ ＰＬ Ｍ 予約 ０ Ｎ（Ｅ） Ｎ（ＴＳ） プロトコル識別子

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

図６／ＪＴ－Ｉ３６５．３

Ｔ－ＳＤＵ情報（ＤＡＴＡ－ＰＤＵ）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）

オクテット

１ ２ ３ ４

1 ＴＳ－ユーザデータ

... ＰＡＤ（０～３オクテット）

N アドレス長１ Ｔ－セレクタ長１ アドレス長２ Ｔ－セレクタ長２

N+1 アドレス１

（２０オクテット）

N+21 Ｔ－セレクタ１

（３２オクテット）

N+53 アドレス２

（２０オクテット）

N+73 Ｔ－セレクタ２

（３２オクテット）

N+105 ＱＯＳパラメータ

（長さは“ＱＯＳセット識別子”により決定）

ＰＬ Ｒ ＰＤＵタイプ 予約 Ｅ

Ｓ

ＱＯＳセット識別子 プロトコル識別子

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ８ ７ ６５ ４ ３ ２ １

（注） Ｔ－接続プリミティのブアドレスからＴ－セレクタと（ＮＳＡＰ－）アドレスを導き出す機構は、

実装に依存する。

図７／ＪＴ－Ｉ３６５．３

コネクション設定：ＣＲ－ＰＤＵとＣＣ－ＰＤＵ

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）

オクテット

１ ２ ３ ４

1 ＴＳ－ユーザデータ

... ＰＡＤ（０～３オクテット）

N ＰＬ Ｒ ＰＤＵタイプ 予約 理由 プロトコル識別子

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

図８／ＪＴ－Ｉ３６５．３

コネクション解放：ＤＲ－ＰＤＵ

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）
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10.2.1　コーディング規約

　ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ－ＰＤＵのコーディングは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３６１の節２．１に規定されるコー

ディング規約を適用する。

（注）ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳはＳＳＣＯＰと同様にトレイラ指向である。すなわち、プロトコル制御情報（Ｐ

ＣＩ）は最後に伝送される。

10.2.2　ＰＤＵ長

　ＤＡＴＡ－ＰＤＵの情報フィールドの最大長はｋオクテットである。ｋの最大値は６５５２４オクテッ

トである。ｋの値はＳＳＣＦ－ＣＯＴＳとは別のサイズ交渉手順の中で、または双方の合意の上で設定さ

れる。それは、ＡＡＬより下位のレイヤの伝送誤り特性に依存する場合もある。ｋの最小値は２５６であ

る。

10.3　ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ－ＰＤＵフィールド

　ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ－ＰＤＵは以下のフィールドを含む。

ａ）Ｔ－ＳＤＵ情報フィールド

　ＤＡＴＡ－ＰＤＵ内のＴ－ＳＤＵ情報フィールドはＴ－ＳＤＵ（の一部）を含む。

ｂ）ＴＳ－ユーザデータフィールド

　ＣＲ，ＣＣ，ＤＲの各ＰＤＵ内のＴＳ－ユーザデータフィールドは、Ｔ（ｕ）－接続プリミティブまた

はＴ（ｕ）－切断プリミティブのＴＳ－ユーザデータパラメータの値を含む。このフィールドの最大長は

ＡＡ－設定およびＡＡ－解放プリミティブ内のＳＳＣＯＰ－ＵＵパラメータの最大長からＳＳＣＦ－ＣＯ

ＴＳのＰＣＩ情報を引いた長さである。ＰＣＩ情報については図７／ＪＴ－Ｉ３６５．３に示す（付属資

料Ｂの項ｊ参照）。

ｃ）モアデータ（Ｍ）フィールド

　Ｔ－ＳＤＵが分割された場合で、情報フィールドがＴ－ＳＤＵの最後の部分を含んでいない時には、Ｄ

ＡＴＡ－ＰＤＵ内のＭフィールドは“１”に設定される。他の場合は“０”に設定される。

ｄ）理由フィールド

　ＤＲ－ＰＤＵ内の理由フィールドは、２つの同位ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳエンティティ間でプリミティブに

関する理由についての情報を運ぶのに使われる。表６／ＪＴ－Ｉ３６５．３にコーディング方法を示す。

ｅ）優先データ同期（Ｎ（Ｅ））フィールド

　ＤＡＴＡ－ＰＤＵ内のＮ（Ｅ）フィールドは、通常データと優先データの同期を取るのに使用される。

優先データ転送オプションが実装されていない場合、またはコネクション設定時に選択されていない場合、

このフィールドは“予約”フィールドと同じ扱いとする。（（１０．３　ｓ）参照）

（ＴＴＣ注）ここで述べる同期の意味は、通常データが優先データを追い越さないということである。

ｆ）優先データ転送選択（ＥＳ）フィールド

　ＣＲ－ＰＤＵまたはＣＣ－ＰＤＵ内のＥＳフィールドは、２つの同位ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳエンティティ

間で優先データ転送オプションの選択に使用される。優先データ転送オプションが実装されていない場合、
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このフィールドは“予約”フィールドと同じ扱いとする。（（１０．３　ｓ）参照）

ｇ）アドレス長１

　本フィールドは、アドレス１フィールドに示されるＮＳＡＰアドレスのオクテット長を示す。

ｈ）アドレス１フィールド

　アドレス１フィールドは、ＣＲ－ＰＤＵでは着呼先のＮＳＡＰアドレスを、ＣＣ－ＰＤＵとＤＲ－ＰＤ

Ｕでは応答元のＮＳＡＰアドレスを運ぶ。着呼先および応答元のＮＳＡＰアドレスはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．

２１３[7]で定義される“望ましいバイナリコーディング”に従ってコーディングしなければならない。Ｉ

ＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２２３[8]にコーディング例が示されている。

ｉ）Ｔ－セレクタ長１

　本フィールドはＴ－セレクタ１フィールドのＴ－セレクタのオクテット長を示す。

ｊ）Ｔ－セレクタ１

　Ｔ－セレクタ１フィールドは、ＣＲ－ＰＤＵではトランスポートユーザ[11]によって与えられた着呼先ア

ドレスのＴ－セレクタ部を運ぶ。ＣＣ－ＰＤＵでは応答元のアドレスのＴ－セレクター部を運ぶ。本フィー

ルドの意味とコーディング方法は着信先および応答元のエンドシステムのローカル管理者[12]により定めら

れる。

ｋ）アドレス長２

　本フィールドは、 ＣＲ－ＰＤＵではアドレス２フィールドに示されるＮＳＡＰアドレスのオクテット長

を示す。 ＣＣ－ＰＤＵでは、このフィールドは“予約”フィールドと同じ扱いとする。（１０．３　ｓ）

参照）

ｌ）アドレス２フィールド

　アドレス２フィールドは、ＣＲ－ＰＤＵでは発信元のＮＳＡＰアドレスを運ぶ。発信元のＮＳＡＰアド

レスはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１３[7]で定義される“望ましいバイナリコーディング”に従ってコーディン

グしなければならない。ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２２３[8]にコーディング例が示されている。ＣＣ－ＰＤＵで

は、このフィールドは“予約”フィールドと同じ扱いとする。（（１０．３　ｓ）参照）

ｍ）Ｔ－セレクタ長２

　本フィールドはＴ－セレクタ２フィールドのＴ－セレクタのオクテット長を示す。

ｎ）Ｔ－セレクタ２

　Ｔ－セレクタ２フィールドは、ＣＲ－ＰＤＵではトランスポートユーザ[11]によって与えられた発信元

アドレスのＴ－セレクタ部を運ぶ。ＣＣ－ＰＤＵではこのフィールドは“予約”フィールドと同じ扱いと

する（（１０．３　ｓ）参照）。本フィールドの意味とコーディング方法は着信先および応答元のエンドシ

ステムのローカル管理者[12]により定められる。

ｏ）ＱＯＳセット識別子フィールド

　ＱＯＳセット識別子フィールドは、付属資料Ｄで定義される。
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ｐ）ＱＯＳパラメータ

　ＱＯＳパラメータは、付属資料Ｄで定義される。

ｑ）ＰＡＤフィールド

　ＤＡＴＡ－ＰＤＵ内のＴ－ＳＤＵ情報フィールドの最後、ＥＤ－ＰＤＵ内の優先Ｔ－ＳＤＵ情報フィー

ルドの最後あるいはＣＲ，ＣＣ，ＤＣの各ＰＤＵ内のＴＳ－ユーザデータの最後とＰＣＩトレーラの間に

は、０から３の未使用オクテットがある。この未使用オクテットはパディング（ＰＡＤ）フィールドと呼

ばれ、情報を転送せず、どのようなコーディングも許容される。パディングフィールドは、ＰＤＵを４オ

クテットの整数倍に補正するためにのみ使用される。

ｒ）ＰＡＤ長（ＰＬ）フィールド

　ＰＤＵ内のＰＬフィールドは、パディングフィールドのオクテットの数を示す。この値は、０から３ま

での整数値を取る。

ｓ）予約（Ｒ）フィールド

　各ＰＤＵ内には予約されたビットあるいはビット列がある（“Ｒ”または“予約”）。予約フィールドの１

つの機能は３２ビットアライメントを実現することである。他の機能は検討中である。３２ビットアライ

メント以外の機能が定義されていない場合、このフィールドは“０”にコーディングされ、受信側では無

視される。

ｔ）ＰＤＵタイプフィールド

　ＰＤＵタイプフィールドは、ＰＤＵタイプを決定するための識別子を伝送する。コーディング方法を、

表７／ＪＴ－Ｉ３６５．３に示す。必要がない場合には、このフィールドは受信側のＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ

エンティティでは確認されない。

（注）ＰＤＵタイプフィールドは、ＳＳＣＯＰシグナルがＰＤＵタイプを既に決定している場合冗長であ

る。ＳＳＣＯＰ以外のサービス上のインプリメンテーションとの整合性を取るために、このようなケース

でも、ＰＤＵタイプは記憶されチェックされる。

ｕ）プロトコル識別子フィールド

　プロトコル識別子フィールドはプロトコル識別子のために予約されている。“予約”フィールドと同じ扱

いとする。（（１０．３　ｓ）参照）

（注）このパラメータは、ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳと将来バージョンのＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ手順または、他の

プロトコル（トレイラの最終オクテットをプロトコル識別子として使用する）との区別のために将来利用

されるかもしれない。

ｖ）データ転送状態シーケンス番号（Ｎ（ＴＳ））フィールド

　ＤＡＴＡ－ＰＤＵ内のこのフィールドは転送側の状態変数ＶＴ（ＴＳ）の最新の値を転送する。優先デー

タ転送オプションが実装されていない場合、またはコネクション設定時に選択されていない場合、この

フィールドは“予約”フィールドと同じ扱いとする。（（１０．３　ｓ）参照）
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表６／ＪＴ－Ｉ３６５．３

ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ－ＰＤＵフィールドコーディング

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）

フィールド コード 説明

理由フィールド

ＡＡ－解放－要求

ＡＡ－解放－表示

０

１

２

３

４

５

６

７

予約済み

通常

ＴＳ提供者のローカルまたはリモートでのリソース

不足

最低レベル以下のＱＯＳ

ＴＳ提供者の非行（悪意のふるまい）

宛先ＴＳユーザ不明

宛先ＴＳユーザ利用不可

理由不特定

（ＴＴＣ注）本表に規定されていないコーディング値の扱いについては、今後の検討課題である。

表７／ＪＴ－Ｉ３６５．３

ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ－ＰＤＵ名とＰＤＵタイプフィールドのコーディング

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）

ＰＤＵ名 ＰＤＵタイプ

フィールド

説明

ＣＲ－ＰＤＵ

ＣＣ－ＰＤＵ

ＤＲ－ＰＤＵ

００００１

０００１１

００１０１

コネクション設定要求

コネクション設定確認

コネクション解放切断

ＤＡＴＡ－ＰＤＵ ｘｘｘｘ０ （通常）データ

ＥＤ－ＰＤＵ

ＥＤＡＫ－ＰＤＵ

００１１１

０１００１

優先データ

優先データ応答

10.4　ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ状態変数

　本節ではＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ同位間プロトコル仕様において用いられる状態変数について述べる。

ＤＡＴＡ－ＰＤＵはＳＳＣＯＰの確認型データ転送サービスを経由して送られ、順番情報を新たに付加す

る必要はない。

（ＴＴＣ注）優先データ転送オプションをサポートするための状態変数は、付属資料Ｃにおいて定義され

ている。

10.4.1　送信側状態変数

　優先データ転送オプションをサポートするための送信側の状態変数は付属資料Ｃで定義されている。送

信側のＳＳＣＦ－ＣＯＴＳはそれ以外の状態変数は持たない。
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10.4.2　受信側状態変数

　優先データ転送オプションをサポートするための受信側での状態変数は、付属資料Ｃにおいて定義され

ている。このオプションの「使用」、「使用せず」にかかわらず、ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳは受信側において以

下の状態変数を持つ。

・組み立てバッファ

　この状態変数は、分割されたＴ－ＳＤＵ（その大きさはアプリケーションに依存する）を組み立てなお

す機構を提供する。

10.4.3　共通状態変数

　ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳは、以下の送信側、受信側に共通の状態変数を持つ。

ａ）ＥＤｓｅｌ

　優先データ転送オプションが実装されていない場合、またはコネクション設定時に選択されていない場

合には、この状態変数の値は“０”に固定される。

（注）このオプションサービスが実装されていない場合、上記の変数は通常の意味での“変数”ではない。

これはＳＤＬ図で用いるため、ここで導入している。（節１１．３参照）

10.5　ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳタイマ

　オプションが選択されていない場合、ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳエンティティはタイマをサポートしない。優

先データ転送オプションをサポートするためのタイマは、付属資料Ｃにおいて定義されている。

10.6　ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳプロトコルパラメータ

　各ＳＳＣＦ－ＣＯＮＳプロトコルパラメータの値は、アプリケーションで定義される。また、このＴＴ

Ｃ標準（あるいはそのもとであるＩＴＵ－Ｔ勧告）を参照している他のＩＴＵ－Ｔ勧告やＴＴＣ標準にお

いてこれらの値は定義される場合がある。以下のＳＳＣＦ－ＣＯＮＳプロトコルパラメータが定義されて

いる。

・最大データ長

　最大データ長プロトコルパラメータは、データＰＤＵの情報フィールドの最大長を決定する。これはＴ

－ＳＤＵ分割に用いられる。この値は４の倍数の整数でなければならない。（その値は２５６から６５５２

４の間である)
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１１．ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ仕様

　本章は、Ｕ－プレーンにおけるサービス依存コーディネーション機能（ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ）の手順を

定義するＳＤＬ図を提供する。本ＳＤＬ図は手順の定義を明確に記述しており、本文と矛盾する場合、Ｓ

ＤＬ図が優先される。

11.1　概要

　図９／ＪＴ－Ｉ３６５．３に、ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳの状態、および主な状態遷移の概要を示す。これら

の状態は、複数の通信制御サービスにグループ化される。

　これらの状態は、同位間プロトコル仕様において使用される。状態は概念的なものであり、ユーザや同

位エンティティ、下位サブレイヤ、およびレイヤマネージメントとの間での信号およびＰＤＵのやりとり

における、ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳエンティティの一般的な条件を反映したものである。さらに、これらの状

態と、ＳＤＬ図中に詳細に記述されている追加状態とを同じ状態と見なさないように、その他の条件も使

用されている（節１１．２参照）。

　状態番号は、ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳの３つのレイヤ境界におけるインタフェース状態を反映している。こ

れらは“Ｕ／Ｌ／Ｍ”の構成となっており、“Ｕ”は上位レイヤ境界におけるインタフェース状態を（図３

／ＪＴ－Ｉ３６５．３参照）、“Ｌ”は下位レイヤ境界におけるインタフェース状態を（図４／ＪＴ－Ｉ３

６５．３参照）、また“Ｍ”はレイヤマネージメント境界におけるインタフェース状態を（図５／ＪＴ－Ｉ

３６５．３参照）それぞれ表わしている。
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アイドル

1/1/1

出側コネクション
起動中

2/2/2

出側切断起動中

7/4/1

入側コネクション
起動中

3/3/2

ＳＳＣＦ起動切断
起動中

1/4/1

データ転送可能

4/10/3

T(u)-接続-要求
AA-設定-要求

AA-解放-表示
T(u)-切断-表示

AA-設定-確認
T(u)-接続-確認

T(u)-切断-要求
AA-解放-要求

AA-解放-確認
T(u)-切断-確認

AA-解放-表示
T(u)-切断-表示

T(u)-切断-要求
AA-解放-要求
T(u)-切断-確認

MT(u)-切断-要求
AA-解放-要求
T(u)-切断-表示

T(u)-接続-応答
AA-設定-応答

MT(u)-切断-要求
AA-解放-要求
T(u)-切断-表示

AA-設定-表示
T(u)-接続-表示

AA-解放-表示
T(u)-切断-表示

AA-回復-表示
AA-解放-要求
T(u)-切断-表示

AA-再同期-表示
AA-解放-要求
T(u)-切断-表示

T(u)-切断-要求
AA-解放-要求

AA-解放-確認

MT(u)-切断-要求
AA-解放-要求
T(u)-切断-表示

ア
イ
ド
ル

設
定
と
解
放

デ
｜
タ
転
送

図９／ＪＴ－Ｉ３６５．３

ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳと主な状態遷移の概要

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）

11.1.1　アイドル

状態１／１／１　アイドル

　本状態では、コネクションは設定されていない。データは一切通信されない。

11.1.2　設定および解放

　このコネクション制御サービスにおける状態は、ＳＣＦおよびＴコネクションの設定と解放を行うレイ

ヤマネージメントに関与する。設定および解放は、以降のデータ転送コネクション制御サービスに対して

優先される。以下の状態が定義される。

状態２／２／２　出側コネクション起動中

　本状態では、ローカルＳＣＦは、ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳに対して相手同位エンティティとの新たなコネク

ションを設定する指示をすでに行なっており、相手同位エンティティからの応答を待っている。

状態３／３／２　入側コネクション起動中

　本状態では、ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳは、相手同位エンティティから新たなコネクション設定の要求を示す

表示を受信し、ＳＣＦに対し通知済みで、ＳＣＦからの応答を待っている。
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状態７／４／１　出側切断起動中

　本状態では、ＳＣＦは、現在設定されているコネクションを解放する指示をＳＳＣＦ－ＣＯＴＳに対し

てすでに行なっており、ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳは相手同位ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳからの確認を待っている。

状態１／４／１　ＳＳＣＦ起動切断起動中

　本状態では、レイヤマネージメントは、現在設定されているコネクションを解放する指示をＳＳＣＦ－

ＣＯＴＳに対してすでに行なっており、ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳは相手同位ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳからの確認を

待っている。

（注）本状態には、仮にＡＡ－再同期－指示、あるいはＡＡ－回復－表示のどちらか一方の信号が受信さ

れた場合についても移行が行われる。

11.1.3　データ転送

　このコネクション制御サービスにおける状態では、データ転送が可能である。

状態４／１０／３　データ転送可能

　本状態では、データ転送が行われる。

　優先データ転送オプションが実装され、コネクション設定時にそれが選択された場合、優先データサー

ビス手順が実行され、状態Ｅ１から他の状態に遷移することができる。

11.2　状態遷移表

　ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳの状態遷移表（表８／ＪＴ－Ｉ３６５．３）に、状態遷移を引き起こすプリミティ

ブと信号を示す。本表には主な状態遷移だけを示すが、節１１．３のＳＤＬ図には全ての状態遷移を示す。

11.3　ＳＤＬ図

　図１０／ＪＴ－Ｉ３６５．３から図１２／ＪＴ－Ｉ３６５．３に、ＳＤＬ図を示す。

（注）付属資料Ｃ／ＪＴ－Ｉ３６５．３で定義されているマクロは、優先データオプションが実装されな

い場合無視しても良い。

（ＴＴＣ注）本ＳＤＬ図内で用いられている用語（英語）については、巻末の用語集を参照のこと。

（ＴＴＣ注）本ＳＤＬ図内では状態番号を以下のように記述している。

例：データ転送可能　4/10/4　→　4.10.4



- 31 - ＪＴ－Ｉ３６５．３

表８／ＪＴ－Ｉ３６５．３

状態遷移表

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）

イベント 状態

1/1/1 7/4/1 1/4/1 2/2/2 3/3/2 4/10/3

T(u)-接続-要求 AA-設定-要求

2/2/2

不正 （注１） 不正 不正 不正

T(u)-接続-応答 不正 不正 不正 不正 AA-設定-応答

4/10/3

不正

T(u)-切断-要求 不正 不正 不正 AA-解放-要求

7/4/1

AA-解放-要求

T(u)-切断-確

認

1/1/1

AA-解放-要求

7/4/1

T(u)-データ-要

求

不正 不正 不正 不正 不正 AA-データ-要

求

4/10/3

MT(u)-切断-要求 不正 不正 不正 T(u)-切断-表

示

AA-解放-要求

1/4/1

T(u)-切断-表

示

AA-解放-要求

1/1/1

T(u)-切断-表

示

AA-解放-要求

1/4/1

AA-設定-表示 T(u)-接続-表

示

3/3/2

不正 不正 不正 不正 不正

AA-設定-確認 不正 不正 不正 T(u)-接続-確

認

4/10/3

不正 不正

AA-解放-表示 不正 不正 不正 T(u)-切断-表

示

1/1/1

T(u)-切断-表

示

1/1/1

T(u)-切断-表

示

1/1/1

AA-解放-確認 不正 T(u)-切断-確

認

1/1/1

1/1/1 不正 不正 不正

AA-再同期-表示 不正 不正 不正 不正 不正 T(u)-切断-表

示

AA-解放-要求

1/4/1

AA-回復-表示 不正 不正 不正 不正 不正 T(u)-切断-表

示

AA-解放-要求

1/4/1

AA-データ-表示 不正 不正 不正 不正 不正 T(u)-データ -

表示

4/10/3

AA-ユニットデー

タ-表示

（注３）

1/1/1

（注３）

7/4/1

（注３）

1/4/1

（注３）

2/2/2

（注３）

3/3/2

（注４）

4/10/3

エラー （注２）

1/1/1

不正 不正 T(u)-切断-表

示

AA-解放-要求

1/4/1

不正 4/10/3
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（注１）このイベントは、この状態において正当である。しかし、もしこのイベントが起こったとしても、

現在の状態が遷移するまでその処理は延期される。

（注２）Ｔ（ｕ）－接続－要求プリミティブ受信後に誤りを検出した場合、Ｔ（ｕ）－切断－表示プリミ

ティブが発行される。ＡＡ－設定－表示信号受信後に誤りを検出した場合、ＡＡ－解放－要求信号が発行

される。

（注３）この状態において、すべてのＡＡ－ユニットデータ－表示信号は正当であるが無視される。

（注４）この状態において、“ＭＵ”パラメータのＰＤＵタイプフィールド（即ち、適切なＰＤＵ）は、デ

コードされる。優先データ転送オプションが実装されていないか、あるいは、コネクション設定時に選択

されず、しかも、ＥＤ－ＰＤＵまたはＥＤＡＫ－ＰＤＵが検出されている場合、誤りがレイヤマネージメ

ントに表示される。さらに、ＰＤＵタイプフィールドが認識されない場合も、誤りがレイヤマネージメン

トに表示される。

（注５）レイヤマネージメントへの表示はここでは示していない。
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T1305720-95

System COTS 1(1)

ToSCF

FromSCF
T(u)-CONNECT-request (called address,calling address,
  exp-data-sel,TS-user-data,Quality of Service)
T(u)-CONNECT-response (responding address,
  exp-data-sel,TS-user-data,Quality of Service)

T(u)-DISCONNECT-request (TS-user-data,reason)

T(u)-DATA-request (TS-user-data)

T(u)-EXPEDITED-DATA-request (TS-user-data)

MT(u)-ERROR-indication(code)
MT(u)-STATE-indication(state)
MT(u)-REPORT-indication(direction,
type)
ToLM

FromLM

MT(u)-DISCONNECT-request

AA-ESTABLISH-request (SSCOP-UU,BR)
AA-ESTABLISH-response (SSCOP-UU,BR)

AA-RELEASE-request (SSCOP-UU)

AA-DATA-request (MU)

AA-UNITDATA-request (MU)

ToSSCOP

FromSSCOP

COTS_PE

T(u)-CONNECT-indication (called address,calling address,
   exp-data-sel,TS-user-data,Qualtiy of Service)
T(u)-CONNECT-confirm(responding address,
   exp-data-sel,TS-user-data,Quality of Service)

 

T(u)-DISCONNECT-indication (TS-user-data,reason)
T(u)-DISCONNECT-confirm

T(u)-DATA-indication (TS-user-data)

T(u)-EXPEDITED-DATA-indication (TS-user-data)

AA-ESTABLISH-indication (SSCOP-UU)
AA-ESTABLISH-confirm (SSCOP-UU)

AA-RELEASE-indication (SSCOP-UU,Source)
AA-RELEASE-confirm

AA-RESYNC-indication (SSCOP-UU)
AA-RECOVER-indication

AA-DATA-indication (MU,SN)

AA-UNITDATA-indication (MU)

FIGURE 10/I.365.3

System SSCF-COTS SDL diagram
図１０／ＪＴ－Ｉ３６５．３

ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ：ＳＤＬシステム図

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）
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Block COTS_PE 1(1)

ToSCF

FromSCF
T(u)-CONNECT-request (called address,calling address,
  exp-data-sel,TS-user-data,Quality of Service)
T(u)-CONNECT-response (responding address, 
  exp-data-sel,TS-user-data,Quality of Service)

T(u)-DISCONNECT-request (TS-user-data,reason)

T(u)-DATA-request (TS-user-data)

T(u)-EXPEDITED-DATA-request (TS-user-data)

T(u)-CONNECT-indication (called address,calling address,
  exp-data-sel,TS-user-data,Quality of Service)
T(u)-CONNECT-confirm (responding address,
  exp-data-sel,TS-user-data,Quality of Service)
T(u)-DISCONNECT-indication (TS-user-data,reason)
T(u)-DISCONNECT-confirm
T(u)-DATA-indication (TS-user-data)

T(u)-EXPEDITED-DATA-indication (TS-user-data)

COTS (1,1)

MT(u)-ERROR-indication(code)
MT(u)-STATE-indication(state)
MT(u)-REPORT-indication(direction,type)

ToLM

FromLM

MT(u)-DISCONNECT-request

AA-ESTABLISH-request (SSCOP-UU,BR)
AA-ESTABLISH-response (SSCOP-UU,BR)

AA-RELEASE-request (SSCOP-UU)

AA-DATA-request (MU)

AA-UNITDATA-request (MU)

AA-ESTABLISH-indication (SSCOP-UU)
AA-ESTABLISH-confirm (SSCOP-UU)
AA-RELEASE-indication (SSCOP-UU,Source)
AA-RELEASE-confirm

AA-RESYNC-indication (SSCOP-UU)
AA-RECOVER-indication

AA-DATA-indication (MU,SN)

AA-UNITDATA-indication (MU)

ToSSCOP

FromSSCOP

FIGURE 11/I.365.3

Block SSCF-COTS SDL diagram

おおれ

図１１／ＪＴ－Ｉ３６５．３

ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ：ＳＤＬブロック図

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）

)
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T(u)-CONNECT-request (called address,calling address,
  exp-data-sel,TS-user-data,Quality of Service)
T(u)-CONNECT-response (responding address,
  exp-data-sel,TS-user-data,Quality of Service)

T(u)-DISCONNECT-request (TS-user-data)

T(u)-Data-request (TS-user-data)

T(u)-EXPEDITED-DATA-request (TS-user-data)

MT(u)-ERROR-indication(code)
MT(u)-STATE-indication(state)
MT(u)-REPORT-indication(direction,type)

T(u)-CONNECT-indication (called address,calling 
address,exp-data-sel,TS-user-data,Quality of Service)
T(u)-CONNECT-confirm (responding address,
  exp-data-sel,TS-user-data,Quality of Service)

T(u)-DISCONNECT-indication (TS-user-data,reason)
T(u)-DISCONNECT-confirm

T(u)-DATA-indication (TS-user-data)

T(u)-EXPEDITED-DATA-indication (TS-user-data)

MT(u)-DISCONNECT-request

Start Exp-data Service
Stop Exp-data Service
Expedited Data queued up
EDAK PDU received

MAIN SSCF-COTS
Service

Expedited Data
Service

AA-ESTABLISH-request (SSCOP-
UU,BR)
AA-ESTABLISH-response (SSCOP-
UU,BR)
AA-RELEASE-request (SSCOP-UU)
AA-DATA-request (MU)

AA-UNITDATA-request (MU)
AA-DATA-request (MU)

AA-ESTABLISH-indication (SSCOP-UU)
AA-ESTABLISH-confirm (SSCOP-UU)
AA-RELEASE-indication (SSCOP-UU,Source)
AA-RELEASE-confirm
AA-RESYNC-indication (SSCOP-UU)
AA-RECOVER-indication
AA-DATA-indication (MU,SN)
AA-UNITDATA-indication (MU)

FIGURE 12/I.365.3

Procedure SSCF-COTS, Main Service SDL diagram
(Part 1 of 16)

Process COTS 01(23)

図１２／ＪＴ－Ｉ３６５．３

ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ：主サービスのＳＤＬ図（１／１６）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）

Start Exp-data Service
Stop Exp-data Service
Expedited Data queued up
EDAK PDU received

AA-UNITDA TA– request (MU)
AA-DATA- request (MU)
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図１２／ＪＴ－Ｉ３６５．３

ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ：主サービスのＳＤＬ図（２／１６）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）

同位ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳに対するメッセージ（付属資料Ｃの

節１．１で定義されている；メッセージは、AA-UNITDATA-
requestおよびAA-UNITDATA-indication 信号のMUパラメータ

内に置かれる）：
ED, EDAK

ＳＣＦに対するプリミティブ（節９.１で定義されている。パ

ラメータは括弧の中に記述されている）：
T(u)-CONNECT-request (called-address, calling-address,

exp-data-sel, TS-user-data, Quality-of Service)
T(u)-CONNECT-indication (called-address, calling-address,

exp-data-sel, TS-user-data, Quality-of Service)
T(u)-CONNECT-response (responding-address,  exp-data-sel,

TS-user-data, Quality-of Service)
T(u)-CONNECT-confirm(responding-address, exp-data-sel,

TS-user-data, Quality-of Service)
T(u)-DISCONNECT-request(TS-user-data)
T(u)-DISCONNECT-indication(reason, TS-user-data)
T(u)-DISCONNECT-confirm

T(u)-DATA-request (TS-user-data)
T(u)-DATA-indication (TS-user-data)

T(u)-EXPEDITED-DATA-request (TS-user-data)
T(u)-EXPEDITED-DATA-indication(TS-user-data)

レイヤマネジメントに対するプリミティブ（節９．２で定義

されている。パラメータは括弧の中に記述されている）：
MT(u)-ERROR-indication (code)
MT(u)-STATE-indication (state)
MT(u)-REPORT-indication (direction, type)
MT(u)-DISCONNECT-request

02(23)Process COTS

ＳＳＣＯＰに対するプリミティブ（節９．３で定義されてい

る。パラメータは括弧の中に記述されている）：

AA-ESTABLISH-request (SSCOP-UU, BR)
AA-ESTABLISH-indication(SSCOP-UU)
AA-ESTABLISH-response(SSCOP-UU, BR)
AA-ESTABLISH-confirm (SSCOP-UU)

AA-RELEASE-request (SSCOP-UU)
AA-RELEASE-idication (SSCOP-UU,Source)
AA-RELEASE-confirm

AA-RESYNC-indication (SSCOP-UU)
AA-RECOVER-indication

AA-DATA-request (MU)
AA-DATA-indication (MU,SN)
AA-UNITDATA-request(MU)
AA-UNITDATA-indication (MU)

ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ信号のデフォルトパラメータ値：

ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳのＳＤＬ表現を簡素化するため、ＳＤＬ

図ではＳＳＣＦ－ＣＯＴＳのindicationおよびconfirmプリミ

ティブ中のパラメータのデフォルト値を仮定する。ＳＤＬ図

中特に示されない限り、indicationおよびconfirmプリミティブ

中のパラメータは以下に示すデフォルト値を持つ（「PDU.
field」あるいは「変数」というフォーマットで記述）。
T(u)-CONNECT-indication TS-user-data CR.TS-user-data

exp-data-sel EDsel（優先データサービス未実装時は０）
T(u)-CONNECT-confirm TS-user-data CC.TS-user-data

exp-data-sel EDsel（優先データサービス未実装時は０）
T(u)-DISCONNECT-indication TS-user-data DR.TS-user-data

reason DR.reason
T(u)-DATA-indication TS-user-data AA-DATA.MU(T-SDU)
T(u)-EXPEDITED-DATA-indication TS-user-data

AA-UNITDATA.MU (Expedited T-SDU)

ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳのＳＤＬ表現を簡素化するため、ＳＤＬ

図ではＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ－ＰＤＵのフィールドに関し、デ

フォルト値を仮定する。ＳＤＬ図中、特に示されない限り、

転送されたＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ－ＰＤＵのフィールド（すな

わち、SSCF-COTS-PDUパラメータ）は以下のデフォルト値

が設定されているものとする（デフォルト値は、状態変数、

信号パラメータ値あるいは受信したＰＤＵパラメータであ

る）。

DATA N(E) tempE
N(TS) VT(TS)
information T(u)-DATA(TS-user-data)

ED N VT(SE)
N(TS) VT(TS)
information N(u)-EXPEDITED-DATA(TS-user-data)

EDAK N VR(SE)
N(TS) VT(TS)

CR / CC TS-user-data T(u)-CONNECT(TS-user-data)
ES EDsel（優先データサービス未実装時は０）

DR NS-user-data T(u)-DISCONNECT(TS-user-data)
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Signal from
* SSCOP (AA-...)
* peer entity (PDUs)
* SCF (T(u)-...)
* Local signals
* Layer Management

State

Signal to
* SSCOP (AA-...)
* peer entity (PDUs)
* SCF (T(u)-...)
* Local signals
* Layer Managment

Priority signal from
* Main SSCF-CONS Service

Priority signal to 
* Expedited Data Procedure

Process COTS 03(23)

ANY STATE Any state

Comment

Text extension (e.g.,
non-default paremeters)

return to same state Return to same state

Text symbol

Enabling condition

Save a signal (until
completion of a tran-
sition to a new state)

Implementation option

Decision

Task

Macro definition

Macro call

Procedure SSCF-COTS, Main Service SDL diagram
(Part 3 of 16)

FIGURE 12/I.365.3

図１２／ＪＴ－Ｉ３６５．３

ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ：主サービスのＳＤＬ図（３／１６）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）



ＪＴ－Ｉ３６５．３ - 38 -

T1305770-95

NOTE 1 –  (on the use of queues and buffers): To enable a satisfactory representation of the SSCF-COTS entity, a 
conceptual queue for the ED PDU has been explicitely brought out. This conceptual queue (ED queue) is finite but 
unbounded and should in no way restrict the implementation of the point-to-point procedures. One internal (local) signal 
has been provided in order to cause the servicing of this queue to be initiated: "ED PDU queued up". In the SDL
diagrams, this signal is handled by the same "event queue" that handles other signals entering this process. The data itself
is  kept in the queue, hence, the order of the internal signals in the SDL event queue is insignificant.

In addition, the SDL diagrams assume the following queues and buffers: At the receiver: Delivery queue (assured data not
yet to be delivered until an Expedited T-SDU has been delivered) and Reassembly buffer (assured segmented data being
reassembled). Also these conceptual queues and buffers are finite but unbounded as above.

NOTE 2 –  Signals which are ignored for a given state (inopportune signals) are not included in the SDL diagrams.

NOTE 3 –  Modulo arithmetic is performed on the following state variables: VT(SE) and VR(SE). VT denotes a 
transmitter variable and VR denotes a receiver variable. The modulus equals 2 for VT(SE) and VR(SE).

NOTE 4 –  The variables "tempE", "tempPDU", "tempL", "base" and "len" are temporary variables used in some 
transitions within the SDL diagrams. These variables do not constitute SSCF-COTS state variables or parameters.

NOTE 5 –  In the SDL diagrams, the following abbreviations of variable names are used: 
exp-data-sel        expedited data option

The value of the parameters in the T(u)-DISCONNECT primitive is shown as a code whose interpretation is defined in 
Table 6/1.cots.

VT(TS) := 0
VT(TV) := 0
VR(TS) := 0
VR(TV) := 0

E1

NOTE –  If the Expedited Data is not implemented,
the variables VT(TS), VT(TV), VR(TS) and 
VR(TV) are clamped to zero.

FIGURE 12/I.365.3

Procedure SSCF-COTS, Main Service SDL diagram
(Part 4 of 16)

Process COTS 04(23)

図１２／ＪＴ－Ｉ３６５．３

ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ：主サービスのＳＤＬ図（４／１６）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）

（注１）（キューとバッファの使用について）

　ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳエンティティの十分な説明をするために、ＥＤ－ＰＤＵのための概念的なキューを導入している。概念

的なキュー（ＥＤキュー）は有限ではあるが情報が溢れることはなく、ポイント－ポイント手順の実装を制限するものではな

い。このキューのサービスを開始するきっかけとして“ＥＤ－ＰＤＵ　queued up”という、ある内部（ローカル）信号が提

供されている。ＳＤＬにおいて、この信号はこのプロセスに入る他の信号を扱う同じ“イベントキュー”と同様に取り扱われ

る。データ自身はキューに蓄積されるのでＳＤＬイベントキューにおける内部信号の順序は重要ではない。

　さらにＳＤＬは以下のキューおよびバッファを仮定している。受信側：デリバリーキュー（優先Ｔ－ＳＤＵが配信されるま

で確認型データを配信をしないためのキュー）、組み立てバッファ（分割された確認型データを組み立てるため）。これらの

キューやバッファは上記と同様に有限ではあるが情報が溢れることはない。

（注２）該当する状態で無視される信号（不正な信号）はＳＤＬに記載しない。

（注３）以下の変数に対しモジュロ演算が適用される。変数ＶＴ（ＳＥ），ＶＲ（ＳＥ）。ＶＴは送信側変数を示し、ＶＲは

受信側変数を示す。 ＶＴ（ＳＥ），ＶＲ（ＳＥ）のモジュロは２である。

（注４）“ｔｅｍｐＥ”，“ｔｅｍｐＰＤＵ”，“ｔｅｍｐＬ”，“ｂａｓｅ”，“ｌｅｎ”はＳＤＬのある遷移において用

いられる一時的な変数である。これらの変数はＳＳＣＦ－ＣＯＴＳの状態変数やパラメータの構成要素ではない。

（注５）ＳＤＬにおいて、以下の変数名の略語を用いる。

ｅｘｐ－ｄａｔａ－ｓｅｌ 優先データ選択

Ｔ（ｕ）－切断プリミティブのパラメータ値は表６／ＪＴ－Ｉ３６５．３に定義されたコード値で示される。

（注）

優先データサービスが実装されない場合、

VT(TS), VT(TV), VR(TS), VR(TV)は０に固定
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Erel E1

PDU validity includes
* PDU length
* coding of fields

PDU is valid Exp Data
is  implemented

TRUE FALSE TRUE

FALSE

TRUE

FALSE

MT(u)-ERROR-
indication
(code = a..c)

MT(u)-REPORT-
indication
(rcv,DR)

EDsel := 0 EDsel :=1

AA-RELEASE
(Source) = User

T(u)-DISCON-
NECT-indication

T(u)-DISCON-
NECT-indication

1.1.1
Idle

E1

reason := 2

MT(u)-STATE-
indication
(state =1)

NOTE – If the Expedited 
Data service is not 
implemented, the variable 
EDsel is clamped to zero

FIGURE 12/I.365.3

Procedure SSCF-COTS, Main Service SDL diagram
(Part 5 of 16)

Process COTS 05(23)

図１２／ＪＴ－Ｉ３６５．３

ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ：主サービスのＳＤＬ図（５／１６）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）

PDUの検証は以下を含む:
・ＰＤＵ長

・ﾌｨｰﾙﾄﾞのｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ

（注）

優先データサービスが実装

されない場合、EDselは０に

固定
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1.1.1
Idle

T(u)-CONNECT-
request

AA-ESTABLISH-
indication

The exact mechanism
to make this decision
is implementation
dependent

Quality of Service 
is acceptable

PDU is valid
PDU validity includes:
* PDU length
* coding of fields

TRUEFALSE TRUE FALSE

MT(u)-ERROR-
indication
(code = f)

EDsel :=
EDsel*exp-data-sel

MT(u)-REPORT-
indication
(rcv.CR)

MT(u)-ERROR-
indication
(code = a..c,e)

Verify
Connection
Parameters

AA-RELEASE-
request

T(u)-DISCON-
NECT-request

1.1.1
Idle

reason := 3

AA-ESTABLISH-
request

MT(u)-REPORT-
indication
(snd,CR)

MT(u)-STATE-
indication
(state = 2)

2.2.2
Outgoing Connection

Pending

EDsel := EDsel*
CR.ES

MT(u)-REPORT-
indication
(snd,DR)

T(u)-CONNECT-
indication 1.1.1

Idle

DR.reason := 4
MT(u)-STATE-
indication
(state = 2)

3.3.2
Incoming Connection

Pending

Process COTS 06(23)

FIGURE 12/I.365.3
Procedure SSCF-COTS, Main Service SDL diagram

(Part 6 of 16)
図１２／ＪＴ－Ｉ３６５．３

ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ：主サービスのＳＤＬ図（６／１６）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）

この決定の厳密なメカ

ニズムは、実装に依存

する。

PDUの検証は以下を含む:
・ＰＤＵ長

・ﾌｨｰﾙﾄﾞのｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ

indication
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EMD

T(u)-DISCON-
NECT-indicationreason := 7

DR.reason := 7
AA-RELEASE-
request

MT(u)-REPORT-
indication
(snd,DR)

1.4.1
SSCF Invoked Discon-

nection Pending

AA-RELEASE-
confirm

T(u)-CONNECT-
request

E1

MT(u)-STATE-
indication
(state = 1)

1.4.1
SSCF Invoked Discon-

nection  Pending

FIGURE 12/I.365.3

Procedure SSCF-COTS, Main Service SDL diagram
(Part 7 of 16)

Process COTS 07(23)

図１２／ＪＴ－Ｉ３６５．３

ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ：主サービスのＳＤＬ図（７／１６）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）
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MT(u)-DISCON-
NECT-request

EMD E4 PDU is valid

AA-RELEASE-
indication

Erel

T(u)-DISCON-
NECT-request

Validity of this PDU includes
* PDU length
* coding fields

MT(u)-REPORT-
indication
(rcv,CC or CR)

TRUE FALSE

Quality of Service
is acceptable

MT(u)-ERROR-
indication
(code = a..c,e)

TRUE FALSE

EDsel := EDsel*
CC.ES

T(u)-CONNECT-
confirm

E10

reason := 3

DR.reason :=3

MT(u)-ERROR-
indication
(code =f)

T(u)-DISCON-
NECT-indication reason := 4

DR.reason := 4AA-RELEASE-
request

MT(u)-REPORT-
indication
(snd,DR)

T(u)-DISCON-
NECT-indication

AA-RELEASE-
request

MT(u)-STATE-
indication
(state = 1)

1.4.1
SSCF Invoked Discon-

nection Pending

In case of simultaneous
establishments by both 
peer SSCF-COTS entities, 
a CR PDU is received

NOTE – If the Expedited Data 
service is not implemented, 
the variable EDsel is clamped 
to zero.

The exact mechanism
to make this decision
is implementation
dependent

2.2.2
Outgoing Connection

Pending

AA-ESTABLISH-
confirm

FIGURE 12/I.365.3

Procedure SSCF-COTS, Main Service SDL diagram
(Part 8 of 16)

Process COTS 08(23)

図１２／ＪＴ－Ｉ３６５．３

ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ：主サービスのＳＤＬ図（８／１６）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）

同位SSCF ｴﾝﾃｨﾃｨ間で、

同時設定された場合、

CR-PDUが受信される。

PDUの検証は以下を含む:
・ＰＤＵ長

・ﾌｨｰﾙﾄﾞのｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ

（注）

優先データサービスが実装され

ない場合、EDselは０に固定

この決定の厳密なメカ

ニズムは、実装に依存

する。
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3.3.2
Incoming  Connection

Pending

T(u)-CONNECT-
response

T(u)-DISCON-
NECT-request

MT(u)-DISCON-
NECT-request

AA-RELEASE-
indication

ErelEDsel := EDsel*
exp-data-sel

T(u)-DISCON-
NECT-confirm

AA-ESTABLISH-
response

DR.reason :=
T(u)-DISCONNECT-
request.reason

AA-RELEASE-
request

T(u)-DISCON-
NECT-indication

reason := 7

DR.reason := 7AA-RELEASE-
request

MT(u)-STATE-
indication
(state = 1)

MT(u)-REPORT-
indication
(snd,CC)

E10

E1

MT(u)-REPORT-
indication
(snd,DR)

NOTE – If the Expedited Data
service is not implemented,
the variable EDsel is
clamped to zero.

FIGURE 12/I.365.3

Process  COTS 09(23)

Procedure SSCF-COTS, Main Service SDL diagram
(Part 9 of 16)

図１２／ＪＴ－Ｉ３６５．３

ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ：主サービスのＳＤＬ図（９／１６）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）

（注）

優先データサービスが実装され

ない場合、EDselは０に固定

DR.reason := 1
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E4

DR.reason :=
T(u)-DISCONNECT-
request.reason

AA-RELEASE-
request

MT(u)-REPORT-
indication
(snd.DR)

MT(u)-STATE-
indication
(state = 1)

7.4.1
Outgoing Discon-
nection Pending

AA-RELEASE-
confirm

T(u)-DISCON-
NECT-confirm

E1

7.4.1
Outgoing Discon-
nection Pending

FIGURE 12/I.365.3

Procedure SSCF-COTS, Main Service SDL diagram
(Part 10 of 16)

Process COTS 10(23)

図１２／ＪＴ－Ｉ３６５．３

ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ：主サービスのＳＤＬ図（１０／１６）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）

DR.reason := 1
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T1305840-95

 

E10

EDsel = 1
TRUE

FALSE

Start Expedited
Data Service

MT(u)-STATE-
indication
(state = 3)

4.10.3
Data Transfer

Ready

4.10.3
Data Transfer

Ready

T(u)-DISCON-
NECT-request

Exit State 4.10.3

MT(u)-DISCON-
NECT-request

AA-RELEASE-
indication

Exit State 4.10.3 Exit State 4.10.3

E4 EMD Erel

NOTE – If the Expedited Data
service is not implemented,
the variable EDsel is
clamped  to zero.

FIGURE 12/I.365.3
Procedure  SSCF-COTS, Main Service SDL diagram

(Part 11 of 16)

Process COTS 11(23)

図１２／ＪＴ－Ｉ３６５．３

ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ：主サービスのＳＤＬ図（１１／１６）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）

（注）

優先データサービスが実装され

ない場合、EDselは０に固定
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T1305850-95

4.10.3
Data Transfer

Ready

AA-RESYNC-
indication

AA-RECOVER-
indication

Exit State 4.10.3

reason := 4

DR.reason := 4

T(u)-DISCON-
NECT-indication

AA-RELEASE-
request

MT(u)-REPORT-
indication
(snd,DR)

MT(u)-STATE-
indication
(state = 1)

MT(u)-ERROR-
indication
(code = g)

1.4.1
SSCF Invoked Discon-

nection Pending

Process COTS 12(23)

FIGURE 12/I.365.3

Procedure SSCF-COTS, Main Service SDL diagram
(Part 12 of 16)

図１２／ＪＴ－Ｉ３６５．３

ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ：主サービスのＳＤＬ図（１２／１６）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）
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T1305860-95

4.10.3
Data Transfer

Ready

T(u)-DATA-
request

T(u)-EXPE-
DITED-DATA-
request

AA-DATA-
indication

AA-UNITDATA-
indication

EDsel = 1
FALSE

TRUE

Send
DATA PDU

4.10.3
Data Transfer

Ready

Send
ED PDU

4.10.3
Data Transfer

Process
DATA PDU

4.10.3
Data Transfer

Ready

tempPDU := 0

Exp Data
is implemented

This macro is defined
in Figure C.3 (5 of 7)

This macro is defined
in Figure C.3 (7 of 7)

Process
ED/EDAK

TRUE
tempPDU <> 0

MT(u)-ERROR-
indication
(code =c)

4.10.3
Data Transfer

Ready

TRUE
FALSE

FALSE

Ready

FIGURE 12/I.365.3

Procedure SSCF-COTS, Main Service SDL diagram
(Part 13 of 16)

Process COTS 13(23)

図１２／ＪＴ－Ｉ３６５．３

ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ：主サービスのＳＤＬ図（１３／１６）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）

このマクロは、

付図C.3 (5/7)で定義

このマクロは、

付図C.3 (5/7)で定義
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T1305870-95

Send DATA
PDU

tempE := 0

EDsel = 1
FALSE

TRUE

This macro is defined 
in Figure C.3 (5 of 7)

This macro is defined
in Figure C.3 (5 of 7)

set tempE

set VT(TV)

base := 0
len := Length
(T(u)-DATA

(NS-user-data))

len - base >
MaxDATALength

TRUE

FALSE Copy
from:    Data[base]
    to:    DATA.Info

Nr octets:    remaining

Copy
from:    Data[base]
    to:    DATA.Info

Nr octets:   MaxDATALength

DATA.M := 0

DATA.M := 1
base := base +

MaxDATALength

AA-DATA-
request

AA-DATA-
request

MT(u)-REPORT-
indication
(snd,DATA)

MU := DATA PDU

MT(u)-REPORT-
indication
(snd,DATA)

MU := DATA PDU

The N(E) field of the 
DATA PDU is set to
the variable tempE.

NOTE – If the Expedited Data 
service is not implemented,
the variable EDsel is 
clamped to zero.

NOTE – If the Expedited Data
service is not implemented,
the variable tempE is 
clamped to zero.

FIGURE 12/I.365.3

Procedure SSCF-COTS, Main Service SDL diagram
(Part 14 of 16)

Process COTS 14(23)

図１２／ＪＴ－Ｉ３６５．３

ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ：主サービスのＳＤＬ図（１４／１６）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）

(TS-user-data))

このマクロは、

付図C.3 (5/7)で定義

このマクロは、

付図C.3 (5/7)で定義

（注）

優先データサービスが実装され

ない場合、tempEは０に固定

（注）

優先データサービスが実装され

ない場合、EDselは０に固定
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T1305880-95

Process
DATA  PDU

PDU is valid

Deliver
DATA
(sdu)

TS-user-data := sdu T(u)-DATA-
indication

TRUE FALSE

MT(u)-REPORT-
indication
(rcv.DATA)

FALSE

EDsel = 1

TRUE

Append DATA.Info
to

Reassembly buffer

MT(u)-ERROR-
indication
(code = a..c)

DATA.M = 1

TRUE

FALSE

TRUE

FALSE

tempL := 0

Set VR(TV)

tempL <> 0

FALSE

TRUE

EDsel = 1

Deliver DATA
(reassembly buffer)

Delivery 
Decision

Clear
Reassembly buffer

This macro is defined
in Figure C.3 (5 of 7)

This macro is defined
in Figure C.3 (5 of 7)

Deliver data to SCF

NOTE – If the Expedited Data
service is not implemented,
the variable EDsel is 
clamped to zero.

A 4 octet DATA PDU may be received 
exactly once upon entry into state 4.10.3; in
all other cases, the DATA PDU must be 
longer than 4 octets.

FIGURE 12/I.365.3

Procedure SSCF-COTS, Main Service SDL diagram
(Part 15 of 16)

Process COTS 15(23)

Validity of PDU includes
* PDU length
* coding of fields

図１２／ＪＴ－Ｉ３６５．３

ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ：主サービスのＳＤＬ図（１５／１６）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）

このマクロは、

付図C.3 (5/7)で定義

このマクロは、

付図C.3 (5/7)で定義

PDUの検証は以下を含む:
・ＰＤＵ長

・ﾌｨｰﾙﾄﾞのｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ

（注）

優先データサービスが実装され

ない場合、EDselは０に固定
SCFにデータを配信

４オクテット長のDATA-PDUは、状態
4.10.3への遷移時に１回だけ受信する可能
性がある。その他の場合、４オクテット

より必ず長い。
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T1305890-95

Exit
State 4.10.3

FALSE

Process COTS 16(23)

EDsel = 1

Verify
Connection
Parameters

FALSE called address
is acceptable

TRUE

FALSE calling address
is acceptable

Stop Exp-data
Service

TRUE

Clear
Reassambly buffer

The exact mechanism
to make this decision
is implementation
dependent

The exact mechanism 
to make this decision
is implementation
dependent

The exact mechanism
to make this decision 
is implementation
dependent

TRUE

FALSE

TRUE

Quality of  Service
is acceptable

Clear
Delivery queue

Clear
ED queue

EDsel = 1

FALSE

TRUE

Modify VT(TS)
This macro is defined
in Figure C.3 (5 of 7)

MT(u)-ERROR-
indication
(code = f)

MT(u)-ERROR-
indication
(code = f)

AA-RELEASE-
request

AA-RELEASE-
request

MT(u)-REPORT-
indication
(snd,DR)

MT(u)-REPORT-
indication
(snd,DR)

1.1.1
Idle

1.1.1
Idle

NOTE – If the Expedited Data
service is not implemented,
the variable EDsel is 
clamped to zero.

DR.reason := 5..6 DR.reason := 3

FIGURE 12/I.365.3
Procedure SSCF-COTS, Main Service SDL diagram

(Part 16 of 16)
図１２／ＪＴ－Ｉ３６５．３

ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ：主サービスのＳＤＬ図（１６／１６）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）

このマクロは、

付図C.3 (5/7)で定義

（注）

優先データサービスが実装され

ない場合、EDselは０に固定

この決定の厳密なメカ

ニズムは実装に依存

この決定の厳密なメカ

ニズムは実装に依存

この決定の厳密なメカ

ニズムは実装に依存

　　　
Quarity of service

is acceptable

TRUE

FALSE
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付属資料Ａ

マネージメントエラー表示（標準ＪＴ－Ｉ３６５．３に対する）

　多くのイベントはレイヤマネージメントエンティティに通知すべきエラーを引き起こす。一連のエラー

パラメータは特定のエラー状態を示すエラーコードを含む。付表Ａ．１において、“エラー条件”欄には

特定のプロトコルエラーイベントを示し、“影響を受けた状態”欄には「ＭＴ（ｕ）－ＥＲＲＯＲ－表示」

プリミティブが生成された時のＳＳＣＦ－ＣＯＴＳエンティティの状態を示す。

付表Ａ．１／ＪＴ－Ｉ３６５．３

レイヤマネージメントに通知されるエラー状態

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）

エラークラス エラーコード エラー条件 影響を受けた状態

i) ＳＳＣＯＰエラー Ａ－Ｘ 標準ＪＴ－Ｑ２１１０で定義 ＳＳＣＯＰで報告済み

ii) 不正ＰＤＵ ａ 不正ＥＤ－ＰＤＵまたは 1/1/1, 2/2/2, 4/10/3

ＥＤＡＫ－ＰＤＵ

ｂ ＥＤ，ＥＤＡＫ，ＲＣ， 1/1/1, 2/2/2, 4/10/3

ＲＣＡＫ以外の認識可能な

不正ＰＤＵ

ｃ（注） 認識できないＰＤＵタイプ 1/1/1, 2/2/2, 4/10/3

iii) 不適切なＰＤＵ ｄ 不適切なＥＤ－ＰＤＵ 4/10/3

またはＥＤＡＫ－ＰＤＵ

iv) 不正または不適切 ｅ 認識可能なＰＤＵタイプに 1/1/1, 2/2/2

なＰＤＵパラメータ おける不適切なパラメータ

v) ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ ｆ 接続を拒否されたローカル 1/1/1, 2/2/2

初期化理由 ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ

（受け付けられないＱＯＳ

アドレス）

ｇ 不適切なＳＳＣＯＰ信号 4/10/3

（注）優先データ転送サービスが実装されていなければ、これに対応するＰＤＵは認識できないＰＤＵ

として扱う。
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付属資料Ｂ

ＳＳＣＯＰのパラメータ及びタイマのデフォルト値 （標準ＪＴ－Ｉ３６５．３に対する）

　この付属資料ではＳＳＣＦ－ＣＯＴＳをサポートするために用いることのできるＳＳＣＯＰパラメータ

値を提案する。付表Ｂ．１／ＪＴ－Ｉ３６５．３に４つの環境に対するデフォルトのプロトコルパラメー

タをまとめている。これらの値は、さらに広範囲の運用環境でも十分な性能を提供できる。適正なパラメー

タセットは、用途、条件、リンクレート、往復遅延、受信側並び替えバッファサイズなどによって異なる。

したがってパラメータを変更可能にすべきである。一般的な基準として、Ｔｉｍｅｒ＿ＰＯＬＬは、デー

タ転送のスループット効率を維持し、平均遅延および最大遅延要求を満たす範囲で、できるだけ大きな値

に設定すべきである。この標準ではタイマの許容誤差は規定しない。

（注）付録２にはＳＳＣＯＰのパラメータ、タイマのデフォルト値に対するさらに詳細な考察がある。

付表Ｂ．１／ＪＴ－Ｉ３６５．３

ＳＳＣＯＰのパラメータおよびタイマのデフォルト値

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３５６．３）

パラメータ 値 単位

条件：

インタフェースのビットレート（ＵＮＩ） 1.544 2.048 155.520 155.520 Ｍｂｉｔ／ｓ

最大ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ－ＰＤＵレート 1.366 1.811 132.530 132.530 Ｍｂｉｔ／ｓ

往復遅延 60 60 10 600 ｍｓ

k（最大 SSCOP-SDU長） 4096 4096 4096 4096 オクテット

j（最大 SSCOP-UU長） 256 256 256 256 オクテット

Timer_POLL 100 100 10 500 ｍｓ

Timer_NO-RESPONSE 2000 2000 50 1000 ｍｓ

Timer_KEEP-ALIVE 300 300 50 500 ｍｓ

Timer_IDLE 1～5 1～5 0.2 1.0 ｓ

Timer_CC 100 100 100 700 ｍｓ

MaxCC 4 4 4 4

MaxPD 500 500 500 500

MaxSTAT 67 67 67 67

（注）Timer_KEEP-ALIVEと Timer_POLLのタイマの最初の満了は、上述の値より小さい値で発生しても問題

ではないが、それに続く満了は、上述の値に十分近い値で起きるべきである。
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付属資料Ｃ

優先データ転送サービス（標準ＪＴ－Ｉ３６５．３に対する）

　本付属資料は、優先データ転送オプションのプロトコル要素及びプロトコルを規定するものである。

（注）ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１４（１９８８）とは異なり、優先データオプションはトランスポートサー

ビス提供者オプションとして定義している。この点については、最近のトランスポートサービスおよびト

ランスポートレイヤプロトコルの進展状況と整合させている。

Ｃ．１　同位間通信のためのプロトコル要素

　優先データ転送サービスは、確認型データ転送サービスのフロー制御とは独立した非確認型データスト

リームを使用する。再送による転送エラーからの誤り回復および独立なフロー制御は、ＳＳＣＦ－ＣＯＴ

Ｓサブレイヤの同位間プロトコルによって実現される。使用されるＳＳＣＯＰ信号タイプはＡＡ－ユニッ

トデータである。

Ｃ．１．１　ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ－ＰＤＵ

　表７／ＪＴ－Ｉ３６５．３に、プロトコルデータユニット（ＰＤＵ）のリストと説明を示す。

非確認型データ転送に使用されるＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ－ＰＤＵの定義は以下のとおり：

ａ）　ＥＤ－ＰＤＵ（優先データ）

　ＥＤ－ＰＤＵは同位ＴＳユーザ間で優先Ｔ－ＳＤＵを転送するために使用される。

ｂ）　ＥＤＡＫ－ＰＤＵ（優先データ確認）

　ＥＤＡＫ－ＰＤＵはＥＤ－ＰＤＵの受信を確認するために使われる。また、優先データ転送のフロー制

御にも使用される。

Ｃ．１．２　ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ－ＰＤＵフォーマット

　付図Ｃ．１／ＪＴ－Ｉ３６５．３および付図Ｃ．２／ＪＴ－Ｉ３６５．３に優先データ転送サービスの

ためのＰＤＵフォーマットを示す。ＥＤ－ＰＤＵ内の情報フィールドの最大長は１６オクテットであり、

最小長は１オクテットである。

（注）ＴＳ－ユーザデータ（１６オクテット）、　ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ－ＰＣＩ（４オクテット）、ＳＳ

ＣＯＰ－ＰＣＩ（４オクテット）、　ＡＡＬタイプ５共通部（標準ＪＴ－Ｉ３６３第６章参照）ＰＣＩ（８

オクテット）を合わせると１つのＡＴＭ情報フィールド以内に収まる。
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オクテット

１ ２ ３ ４

１ 優先Ｔ－ＳＤＵ情報（最大１６オクテット）

... ＰＡＤ（０．．３オクテット）

Ｎ ＰＬ Ｎ ＰＤＵタイプ 予約 Ｎ（ＴＳ） プロトコル識別子

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

付図Ｃ．１／ＪＴ－Ｉ３６５．３

優先データ（ＥＤ－ＰＤＵ）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３５６．３）

オクテット

１ ２ ３ ４

１ Ｒ Ｓ Ｎ ＰＤＵタイプ 予約 Ｎ（ＴＳ） プロトコル識別子

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

付図Ｃ．２／ＪＴ－Ｉ３６５．３

優先データ確認（ＥＤＡＫ－ＰＤＵ）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３５６．３）
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Ｃ．１．３　ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ－ＰＤＵパラメータフィールド

　本ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ－ＰＤＵは節１０．３で記述されているものに加え、以下に示すパラメータフィー

ルドを含む。

ａ）　ＰＤＵタイプフィールド

　ＰＤＵタイプフィールドのコーディングは表７／ＪＴ－Ｉ３６５．３で定義される。

（ＴＴＣ注）節１０．３で既に定義されているものである。

ｂ）　優先Ｔ－ＳＤＵ情報フィールド

　ＥＤ－ＰＤＵの優先Ｔ－ＳＤＵ情報フィールドは、Ｔ（ｕ）－優先データプリミティブのＴＳ－ユーザ

データパラメータの値である。

ｃ）　優先データフロー制御（Ｓ）フィールド

　ＥＤＡＫ－ＰＤＵのＳフィールド（停止ビット）は、その後のＥＤ－ＰＤＵの転送を許容する場合“０”

に設定される。そうでない場合、“１”に設定される。

ｄ）　優先データシーケンス番号（Ｎ）フィールド

　Ｎフィールドは、ＥＤ－ＰＤＵでは状態変数ＶＴ（ＳＥ）の現在の値、及び、ＥＤＡＫ－ＰＤＵでは状

態変数ＶＲ（ＳＥ）の値を伝える。

　節１０．３において、優先データ転送オプションを実装しないときには“予約”で定義されていた、Ｓ

ＳＣＦ－ＣＯＴＳ－ＰＤＵのパラメータとコネクション設定時のパラメータの選択は以下のように定義さ

れる。

ｅ）　データ転送状態識別番号（Ｎ（ＴＳ））フィールド

　ＥＤ－ＰＤＵ及びＥＤＡＫ－ＰＤＵにおいて、このフィールドは送信側状態変数ＶＴ（ＴＳ）の値を伝

える。

ｆ）　優先データ転送選択（ＥＳ）フィールド

　コネクション設定の際、ＣＲ－ＰＤＵ及びＣＣ－ＰＤＵ内のＥＳフィールドは同位ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ

エンティティ間の優先データ転送選択を伝える（図７／ＪＴ－Ｉ３６５．３及び節１０．３参照）。コー

ディングは付表Ｃ．１／ＪＴ－Ｉ３６５．３に示される。

ｇ）　優先データ同期（Ｎ（Ｅ））フィールド

　ＤＡＴＡ－ＰＤＵ内のＮ（Ｅ）フィールドは、状態変数ＶＴ（Ｅ）が“０”に設定される前の値である。

この値はこのＤＡＴＡ－ＰＤＵに関連するＴ（ｕ）－データ－表示が転送される前に、転送されなければ

ならないＴ（ｕ）－優先データ－表示の数を表す（図６／ＪＴ－Ｉ３６５．３及び節１０．３参照）。
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付表Ｃ．１／ＪＴ－Ｉ３６５．３

ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ－ＰＤＵフィールドコーディング

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）

フィールド コード 値

ＥＳフィールド ０ 優先データ使用せず

１ 優先データ使用

Ｃ．１．４　ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳプロトコルエンティティへ追加される状態

　優先データの確認型転送のために、ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳエンティティがデータ転送可能状態（状態４／

１０／３）であるときは、サービス手順は常に稼働している。この優先データサービス手順は、以下に示

す基本状態を持つ：

状態Ｅ０　優先データ待ち状態

　本ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳエンティティにおける優先データサービス手順は、基本的に優先データ待ち状態

に初期化される。ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳエンティティがデータ転送可能状態（状態４／１０／３）になけれ

ばこの状態に留まるか遷移する。

状態Ｅ１　優先データアイドル状態

　ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳエンティティが状態４／１０／４であり、かつ確認待ちのＥＤ－ＰＤＵがない時、

優先データサービス手順は優先データアイドル状態となる。

状態Ｅ２　優先データ送信状態

　優先データサービス手順はＥＤ－ＰＤＵを転送した後、優先データ送信状態でその確認を待つ。

状態Ｅ３　優先データビジー状態

　優先データサービス手順が転送したＥＤ－ＰＤＵの確認を受けたが後続のＥＤ－ＰＤＵを送る為のクレ

ジットを受信していない。優先データビジー状態ではクレジットを待っている。



- 57 - ＪＴ－Ｉ３６５．３

Ｃ．１．５　ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳに追加される状態変数

　ＥＤ－ＰＤＵにはシーケンシャルに番号づけされる。受信を待つＥＤ－ＰＤＵ確認の数は１のみが許容

されることから、シーケンス番号はモジュロ２が適切である。

（注）優先データサービス手順は主手順と状態変数を共有する。

Ｃ．１．５．１　送信側状態変数

　優先データ転送オプションをサポートするために、ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳは受信側において以下の状態変

数を保持する。

ａ）　優先データ送信状態変数（ ＶＴ（ＳＥ））

　この状態変数には次に転送されるＥＤ－ＰＤＵのシーケンス番号が含まれる。この変数はＥＤ－ＰＤＵ

の確認後インクリメントされる。ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳエンティティが状態４／１０／３（データ転送可能）

に遷移した時、この状態変数には“０”が設定される。この状態変数の値の計算はモジュロ２で行われる。

ｂ）　優先データ同期送信状態変数（ ＶＴ（Ｅ））

　この状態変数では通常の「Ｔ（ｕ）－データ－要求」プリミティブの合間に受信する「Ｔ（ｕ）－優先

データ－要求」プリミティブの数がカウントされる。ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳエンティティが状態４／１０／

３（データ転送可能状態）に遷移する時、この状態変数は“０”に設定される。この状態変数の値は優先

データ同期フィールドＮ（Ｅ）にコピーされる、さもなければ、この状態変数に対する計算は実行されな

い。

（注）着目する「Ｔ（ｕ）－データ－要求」プリミティブと、その前の「Ｔ（ｕ）－データ－要求」プリ

ミティブとの間で「Ｔ（ｕ）－優先データ－要求」プリミティブが受信されたのであれば、送出されるＤ

ＡＴＡ－ＰＤＵ内のＮ（Ｅ）フィールドには、“０”以外の値が含まれる。さもなければ、Ｎ（Ｅ）フィー

ルドが“０”に設定される。分割が発生した場合、全てのＤＡＴＡ－ＰＤＵのＮ（Ｅ）フィールドに同一

値が設定される。

ｃ）　データ転送状態識別番号状態変数（ ＶＴ（ＴＳ））

　この状態変数には、新たにデータ転送可能状態に遷移したことを示すための識別番号が含まれる（状態

４／１０／３、図１０／ＪＴ－Ｉ３６５．３参照）。この状態変数はＤＡＴＡ－ＰＤＵ、ＥＤ－ＰＤＵ、

及びＥＤＡＫ－ＰＤＵのＮ（ＴＳ）フィールドにコピーされる。

（ＴＴＣ注）この状態変数名は、送信側と受信側で同じであるため注意すること。

ｄ）　データ転送状態識別検証状態変数（ ＶＴ（ＴＶ））

　この状態変数には状態変数ＶＴ（ＴＳ）に設定されている識別番号をＤＡＴＡ－ＰＤＵ内のＮ（ＴＳ）

に適切に設定され、送られたかどうかの情報が含まれる。

（ＴＴＣ注）この状態変数名は、送信側と受信側で同じであるため注意すること。
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Ｃ．１．５．２　受信側状態変数

　優先データ転送オプションをサポートするために、ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳは受信側において以下の状態変

数を保持する。

ａ）　優先データ受信状態変数（ ＶＲ（ＳＥ））

　この状態変数には次に正常に受信する予定のＥＤ－ＰＤＵのシーケンス番号が含まれる。この変数は正

常なＥＤ－ＰＤＵの受信後にインクリメントされる。この状態変数は再送を検出するために受信側で使用

される。ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳエンティティが状態４／１０／３（データ転送可能状態）に遷移する時、こ

の状態変数には“０”が設定される。この状態変数の値の計算はモジュロ２で行われる。

ｂ）　優先データ同期受信状態変数（ ＶＲ（Ｅ））

　この状態変数には通常データが優先データを追い越さないことを確実にするための同期情報が含まれる。

ＥＤ－ＰＤＵを受信した時、この状態変数はインクリメントされる。ＤＡＴＡ－ＰＤＵが上位レイヤに配

信される前に、この状態変数からＤＡＴＡ－ＰＤＵ内のＮ（Ｅ）フィールドの値が減算される。ＳＳＣＦ

－ＣＯＴＳエンティティが状態４／１０／３（データ転送可能状態）に遷移する時、この状態変数には“０”

が設定される。この状態変数の値が負の場合は、受信した通常データをＳＳＣＦ－ＣＯＴＳユーザに転送

してはならず、この状態変数の値が“０”以上になるまでキューイングしなければならない。

（注）バッファはＳＳＣＯＰと共有されることがある。また、キューイングによって消費される可能性の

あるリソースを保護するためにＳＳＣＯＰのフロー制御が使用されることがある。但し、これらは標準化

の対象ではない。

ｃ）　データ転送状態識別番号状態変数（ ＶＲ（ＴＳ））

　この状態変数には対向の送信側から受信したデータ転送可能状態（状態４／１０／３、図１０／ＪＴ－

Ｉ３６５．３参照）への遷移の識別番号を含む。すなわち、受信したＤＡＴＡ－ＰＤＵのＮ（ＴＳ）の値

が設定される。

（注）異なるＮ（ＴＳ）フィールドを持つＥＤ－ＰＤＵまたはＥＤＡＫ－ＰＤＵは不適当とみなされ、廃

棄される。

（ＴＴＣ注）この状態変数名は、送信側と受信側で同じであるため注意すること。

ｄ）　データ転送状態識別検証状態変数（ ＶＲ（ＴＶ））

　この状態変数には状態変数ＶＲ（ＴＳ）に設定されている識別番号をＤＡＴＡ－ＰＤＵ内のＮ（ＴＳ）

に適切に設定し、送るかどうかの情報が含まれる。

（ＴＴＣ注）この状態変数名は、送信側と受信側で同じであるため注意すること。
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Ｃ．１．５．３　共通状態変数

　優先データ転送オプションのサポートには、ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳは送信側と受信側にて次の共通状態変

数を保持する。

・　ＥＤｓｅｌ

　この状態変数には優先データ転送オプション選択の結果が含まれる。オプションが選択された場合、こ

の状態変数には“１”が設定され、そうでなければ、“０”が設定される。

Ｃ．１．６　ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ　タイマ

　優先データサービス手順には以下に示すタイマが必要である。

（注）タイマは、優先データ転送オプションが実装され、コネクション設定時にオプションが選択され、

ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳエンティティが状態４／１０／３（データ転送可能状態）にある場合のみ動作する。

ａ）　Ｔｉｍｅｒ＿ＥＣＣ

　優先データサービス手順が状態Ｅ２（優先データ送信状態）にある場合にＴｉｍｅｒ＿ＥＣＣは動作し

ている。このタイマは、優先Ｔ－ＳＤＵの転送を転送エラーから防止するために使用される。このタイマ

の満了時にＥＤ－ＰＤＵの再送を行ってもよい。このタイマは往復の転送遅延時間より長くすべきである。

ｂ）　Ｔｉｍｅｒ＿Ｅｂｕｓｙ

　優先データサービス手順が状態Ｅ３（優先データビジー状態）にある場合にＴｉｍｅｒ＿Ｅｂｕｓｙは

動作している。このタイマの動作中は、さらなる優先Ｔ－ＳＤＵを転送するためのクレジットが受信され

るまで相手同位ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳエンティティをポーリングする。このタイマの満了によりＥＤ－ＰＤ

Ｕの再送を行ってもよい。
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Ｃ．２　優先データサービス手順の仕様

　ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳの状態遷移表（付表Ｃ．２／ＪＴ－Ｉ３６５．３）は、優先データサービス手順に

おいて状態遷移を引き起こす信号およびイベントを記述する。

表には主な遷移パスのみを示している。ＳＤＬ図において全遷移を示す。

優先データサービス手順に対するＳＤＬ図を付図Ｃ．３／ＪＴ－Ｉ３６５．３に示す。

付表Ｃ．２／ＪＴ－Ｉ３６５．３

状態遷移表

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）

イベント 状態

E0 E1 E2 E3
主サービスが状態 4/10/3 に遷移 if(EDsel = 1)

then E1 else E0
- - -

主サービスが状態 4/10/3 から他の状態

に遷移

E0 E0 E0 E0

優先データのキューイング - AA-ユニット

データ-要求
(ED-PDU)
E2

E2 E3

timer_ECC 満了 - - AA-ユニット

データ-要求
(ED-PDU)
E2

-

timer_Ebusy満了 - - - AA-ユニット

データ-要求
(ED-PDU)
E2

AA-ユニットデータ-表示(EDAK-PDU)
かつ
EDAK.S = 0
かつ

EDAK.N(TS)値が正常

- - E1 E1

AA-ユニットデータ-表示(EDAK-PDU)
かつ
EDAK.S = 1
かつ

EDAK.N(TS)値が正常

- - E3 E3

AA-ユニットデータ-表示(EDAK-PDU)
かつ

EDAK.N(TS)値が異常

E0 E1 E2 E3
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T1305920-95

Process COTS                                                                                                                                                              E0(23)

Start Exp-data
Service

TRUE

FALSE

MT(u)-REPORT-
indication
(snd,DATA)

DATA.info := Null,
i.e., the length of the com-
plete PDU is 4 octets and
the PL field is set to zero

E0
Expedited Data

Wait

Verify
VT(TS)

VT(TV) = 0

VT(TV) := 0

E1
Expedited Data

Idle

VR(SE) := 0
VR(E) := 0

VR(TV) := 1

VT(SE) := 0
VT(E) := 0

VT(TV) := 1

AA-DATA-
request

付図 C．３／ＪＴ－Ｉ３６５．３

ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ手順：優先サービスのＳＤＬ図（１／７）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）

すなわち、PDU 全体の長さは

４オクテットに、PL フィール

ドは０に設定される。
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T1305930-95

Process COTS                                                                                                                                                             E1(23)

Stop Exp-data
Service

Expedited Data
queued up

MU := ED PDU
AA-UNITDATA-
request

MT(u)-REPORT-
indication
(snd,ED)

E1
Expedited Data

Idle

E0
Expedited Data

Wait
Verify VT(TS)

Remove next
ED PDU

from ED queue

Set Timer_ECC

E2
Expedited Data

Sent

付図Ｃ．３／ＪＴ－Ｉ３６５．３

ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ手順：優先サービスのＳＤＬ図（２／７）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）

付図Ｃ．３／ＪＴ－Ｉ３６５．３

ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ手順：優先サービスのＳＤＬ図（２／７）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）
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T1305940-95

Process COTS                                                                                                                                                              E2(23)

Stop Exp-data
Service Timer_ECC EDAK PDU

received

MU := ED PDU

Resend ED PDU
identical to the
last ED PDU sent

AA-UNITDATA-
request

MT(u)-REPORT-
indication
(snd,ED)

FALSE

TRUE

FALSE

TRUE

TRUE

FALSE

E2
Expedited Data

Sent

Expedited Data
queued up

Reset Timer_ECC

E0
Expedited Data

Wait

VR(TV) = 0
AND

ED.N(TS) = VR(TS)

Set Timer_ECC

E2
Expedited Data

Sent

E2
Expedited Data

Sent

EDAK.N = VT(SE)

Reset Timer_ECC

VT(SE) := VT(SE)+1

EDAK.S = 0

Set Timer_Ebusy

E1
Expedited Data

Idle

E3
Expedited Data

Busy

付図Ｃ．３／ＪＴ－Ｉ３６５．３

ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ手順：優先サービスのＳＤＬ図（３／７）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）

最後に送出した

ED-PDUを再送

 TRUE

FALSE VR(TV)＝０
AND

ED.N(TS)=VR(TS)

付図 C．３／ＪＴ－Ｉ３６５．３

ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ手順：優先サービスのＳＤＬ図（３／７）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ３６５．３）
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T1305950-95

Process COTS                                                                                                                                                              E3(23)

Stop Exp-data
Service Timer_Ebusy EDAK PDU

received

AA-UNITDATA-
request

Resend ED PDU
identical to the
last ED PDU sent

MT(u)-REPORT-
indication
(snd,ED)

TRUE

FALSE

E3
Expedited Data

Busy

Expedited Data
queued up

Reset Timer_Ebusy

E0
Expedited Data

Wait

EDAK.S = 0

E3
Expedited Data

Busy

E1
Expedited Data

Idle

Reset Timer_Ebusy

E2
Expedited Data

Sent

Set Timer_ECC

MU := ED PDU

付図Ｃ．３／ＪＴ－Ｉ３６５．３

ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ手順：優先サービスのＳＤＬ図（４／７）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）

最後に送出した

ED-PDUを再送

付図Ｃ．３／ＪＴ－Ｉ３６５．３

ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ手順：優先サービスのＳＤＬ図（４／７）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）
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T1305960-95

Process COTS                                                                                                                                                             E4(23)

Expedited Data
queued up

TRUE

FALSE

Deliver data to SCF

A suitable method is
to increment VT(TS)
by one (modulo 256)

NOTE – If the Expedited Data
service is not implemented, the 
variables tempE, VT(E), VR(TS), 
and VR(E) are clamped to zero.

Set tempE Set VT(TV) Send
ED PDU

Delivery
Decision

tempE := VT(E)
VT(E) := 0 VT(TV) := 0 VT(E) := VT(E)+1 VR(E) :=

VR(E) - DATA.N(E)

VR(E) < 0

Deliver DATA
(reassembly buffer)

Put Reassembly buffer
into

Delivery queue
Set VR(TV)

Modify
VT(TS)

VR(TS) := DATA.N(TS)
VR(TV) := 0

set new value
into VT(TS)

tempL := 1

Length of N-SDU
= 0

TRUE

FALSE

付図Ｃ．３／ＪＴ－Ｉ３６５．３

ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ手順：優先サービスのＳＤＬ図（５／７）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）

DATA を SCF に渡す

適切な方法は、VT(TS)
を１つずつインクリメ

ント（モジュロ256）す

ることである。

（注）

優先データサービスが実装されな

い場合、tempE, VT(E), VR(TS),
VR(E)は０に固定

VR(TS):=DATA,N(TS)

VR(TV):=0

付図 C．３／ＪＴ－Ｉ３６５．３

ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ手順：優先サービスのＳＤＬ図（５／７）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ３６５．３）
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T1305970-95

Process COTS E5(23)

FALSE

TRUE

MU := EDAK PDU AA-UNITDATA-
request

EDAK.S, when set indicates
flow control on Expedited
N-SDUs (S=1: Stop sending).
The decision when to set
this bit is beyond the scope
of this Recommendation

MT(u)-REPORT-
indication
(snd,EDAK)

FALSE

TRUE

T(u)-EXPEDITED-
DATA-indication

FALSE

TRUE

TRUE

FALSE

Decision data to SCF

NOTE – If the Expedited Data
service is not implemented,
the macro "Process ED
PDU" is never executed.

Process
ED PDU

VR(TV) = 0
AND

ED.N(TS) = VR(TS)

VR(SE) = ED.N

VR(SE) := ED.N+1
VR(E) := VR(E)+1

VR(E) = 0

Remove next Data
from

Delivery Queue

Deliver DATA
(next Data in

Delivery Queue)

Delivery queue
is empty

付図Ｃ．３／ＪＴ－Ｉ３６５．３

ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ手順：優先サービスのＳＤＬ図（６／７）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）

EDAK.Sは、優先T-SDUのフ

ロー制御を表す（S=1:その後の

優先T-SDUの転送を許容しな

い）。

このビットをいつ設定するか

は、本標準の範囲外である。

DATAをSCFに渡す。

（注）優先データサービスが実装

されない場合、“Process ED-PDU ”
マクロは実行されることはな

い。

付図Ｃ．３／ＪＴ－Ｉ３６５．３

ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ手順：優先サービスのＳＤＬ図（６／７）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ３６５．３）

VR(TV)=0
AND

ED.N(TS)=VR(TS)

FALSE

TRUE
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T1305980-95

Process COTS                                                                                                                                                             E6(23)

ED
elseEDAK

FALSE

TRUE

FALSE

TRUE

TRUE

FALSE

TRUE

Process
ED/EDAK

PDU Type

EDsel = 1

PDU is valid

EDsel = 1

PDU is valid

Process
ED PDU

tempPDU := 1

FALSE

MT(u)-ERROR-
indication
(code = e)

EDAK PDU
received

MT(u)-REPORT-
indication
(rcv,EDAK)

MT(u)-REPORT-
indication
(rcv,ED)

MT(u)-ERROR-
indication
(code = a..c)

NOTE – If the Expedited Data
service is not implemented,
the variable EDsel is
clamped to zero.

付図Ｃ．３／ＪＴ－Ｉ３６５．３

ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ手順：優先サービスのＳＤＬ図（７／７）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）

（注）

優先データサービスが実装され

ない場合、EDselは０に固定

付図Ｃ．３／ＪＴ－３６５．３

ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ手順：優先サービスのＳＤＬ図（７／７）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ３６５．３）
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付属資料Ｄ

サービス品質（ＱＯＳ）パラメータ交渉（標準ＪＴ－Ｉ３６５．３に対する）

　本付属資料は、ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳをコネクション設定に適用する場合の、ＱＯＳパラメータセット，

ＣＲ－ＰＤＵおよびＣＣ－ＰＤＵ内のパラメータのコーディング，交渉手順を定義している。ＣＲ－ＰＤ

ＵおよびＣＣ－ＰＤＵでのＱＯＳパラメータセットの正しい解釈は、これらのＰＤＵ内にある“ＱＯＳセッ

ト識別子”フィールドのコーディングにより示される。ＱＯＳセット識別子フィールドのコーディングを

付表Ｄ．１／ＪＴ－Ｉ３６５．３に示す。個々のＱＯＳパラメータセットに適用される交渉手順は本付属

資料の各節で議論されている。

　その他のＱＯＳパラメータセットおよび、それに適応される交渉手順は今後の検討課題である。

付表Ｄ．１／ＪＴ－Ｉ３６５．３

ＱＯＳ交渉セットおよびＣＣ／ＣＲ－ＰＤＵのＱＯＳセット識別子フィールドのコーディング

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）

ＱＯＳセット識別子 ＱＯＳセット名 記述

０ 空き ＱＯＳ交渉なし

１ 標準ＣＯＴＳ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１４をサポートしたＱＯＳ交渉

他の値 将来のＱＯＳパラメータセットのための予備

Ｄ．１　“空き”ＱＯＳセットに対するパラメータおよび交渉

　ＱＯＳパラメータの交渉は無いため、パラメータの転送は不要であり手順も定義されない。

Ｄ．２　“標準ＣＯＴＳ”ＱＯＳセットに対するパラメータおよび交渉

　ＣＲ－ＰＤＵおよびＣＣ－ＰＤＵで転送されるＱＯＳパラメータのフォーマットを付図Ｄ．１／ＪＴ－

Ｉ３６５．３に示す。ＰＤＵ全体のフォーマットは節１０．２を参照すること。
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オクテット

1 2 3 4

1 スループット１（８オクテット）

9 スループット２（８オクテット）

17 スループット３（８オクテット）

25 スループット４（８オクテット）

33 中継遅延１ （４オクテット）

37 中継遅延２ （４オクテット）

41 中継遅延３ （４オクテット）

45 中継遅延４ （４オクテット）

8 7 6 5 4 3 2 1

（注）各スループットフィールドには１００ｂｙｔｅ／秒単位の２進数が入る。

各中継遅延フィールドにはミリ秒単位の２進数が入る。

付図Ｄ．１／ＪＴ－Ｉ３６５．３

“標準ＣＯＴＳ”ＱＯＳセットパラメータのフォーマット

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）

Ｄ．２．１　ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ／ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳユーザ境界でのＱＯＳパラメータ

　ＣＯＴＳで提供するスループットおよび遅延のＱＯＳパラメータの交渉をモデル化したＩＴＵ－Ｔ勧告

Ｘ．２１４で定義されているパラメータとＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ／ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳユーザ境界上での関

連するプリミティブを付表Ｄ．２／ＪＴ－Ｉ３６５．３に示す。
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付表Ｄ．２／ＪＴ－Ｉ３６５．３

「Ｔ（ｕ）－接続」型プリミティブで使用されるＱＯＳパラメータ

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）

プリミティブ ＱＯＳパラメータ

通信の方向 ローカルから相手同位 相手同位からローカル 両方向

T(u)-接続-要求 OU_TFL,OU_TFT OU_TBL,OU_TBT OU_DL,OU_DT

T(u)-接続-表示 RU_TFL,RU_TFT RU_TBL,RU_TBT RU_DL,RU_DT

T(u)-接続-応答 RU_TFS RU_TBS RU_DS

T(u)-接続-確認 OU_TFS OU_TBS OU_DS

（注）付表Ｄ．２ ／ＪＴ－Ｉ３６５．３のパラメータ定義は以下のとおり。

パラメータ 　　情報

ＯＵ＿ＤＬ 両方向での最大許容中継遅延

ＯＵ＿ＤＳ 両方向での選択中継遅延

ＯＵ＿ＤＴ 両方向での目標中継遅延

ＯＵ＿ＴＢＬ 相手同位エンティティからローカルエンティティへの最小許容スループット

ＯＵ＿ＴＢＳ 相手同位エンティティからローカルエンティティへの選択スループット

ＯＵ＿ＴＢＴ 相手同位エンティティからローカルエンティティへの目標スループット

ＯＵ＿ＴＦＬ ローカルエンティティから相手同位エンティティへの最小許容スループット

ＯＵ＿ＴＦＳ ローカルエンティティから相手同位エンティティへの選択スループット

ＯＵ＿ＴＦＴ ローカルエンティティから相手同位エンティティへの目標スループット

ＲＵ＿ＤＬ 両方向での最大許容中継遅延

ＲＵ＿ＤＳ 両方向での選択中継遅延

ＲＵ＿ＤＴ 両方向での目標中継遅延

ＲＵ＿ＴＢＬ 相手同位エンティティからローカルエンティティへの最小許容スループット

ＲＵ＿ＴＢＳ 相手同位エンティティからローカルエンティティへの選択スループット

ＲＵ＿ＴＢＴ 相手同位エンティティからローカルエンティティへの目標スループット

ＲＵ＿ＴＦＬ ローカルエンティティから相手同位エンティティへの最小許容スループット

ＲＵ＿ＴＦＳ ローカルエンティティから相手同位エンティティへの選択スループット

ＲＵ＿ＴＦＴ ローカルエンティティから相手同位エンティティへの目標スループット
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Ｄ．２．２　ＱＯＳパラメータの交渉

　発側のＳＳＣＦ－ＣＯＴＳユーザは、「Ｔ（ｕ）－接続－要求」プリミティブにより必要なＱＯＳ情報

をＳＳＣＦ－ＣＯＴＳに渡す。

　各ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳエンティティは、要求されたＱＯＳパラメータの受付け可否の判定のために以下

のローカル情報を用いる。

パラメータ 　　　情報

ＯＰ＿ＴＦＭ ローカルエンティティから相手同位エンティティへの最大利用可能スループット

ＯＰ＿ＴＢＭ 相手同位エンティティからローカルエンティティへの最大利用可能スループット

ＯＰ＿ＤＭ 両方向の最小可能中継遅延

　以下の関係式のうち一つでも成立すれば、本文の第１１章の手順に従いローカルＳＳＣＦ－ＣＯＴＳエ

ンティティは受付け不可能なＱＯＳパラメータとして、コネクション設定を中止する。

ＯＰ＿ＴＦＭ ＜ ＯＵ＿ＴＦＬ

ＯＰ＿ＴＢＭ ＜ ＯＵ＿ＴＢＬ

ＯＰ＿ＤＭ ＞ ＯＵ＿ＤＬ

　さもなければ、ローカルＳＳＣＦ－ＣＯＴＳエンティティは以下の値にセットしたＱＯＳパラメータを

用いてＣＲ－ＰＤＵを生成する。

スループット１ ：＝ ｍｉｎ（ＯＵ＿ＴＦＴ，ＯＰ＿ＴＦＭ）

スループット２ ：＝ ＯＵ＿ＴＦＬ

スループット３ ：＝ ｍｉｎ（ＯＵ＿ＴＢＴ，ＯＰ＿ＴＢＭ）

スループット４ ：＝ ＯＵ＿ＴＢＬ

中継遅延１ ：＝ ｍａｘ（ＯＵ＿ＤＴ，ＯＰ＿ＤＭ）

中継遅延２ ：＝ ＯＵ＿ＤＬ

中継遅延３ ：＝ ｍａｘ（ＯＵ＿ＤＴ，ＯＰ＿ＤＭ）

中継遅延４ ：＝ ＯＵ＿ＤＬ

　以下の関係式のうち一つでも成立すれば、本文の第１１章の手順に従い着側ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳエンティ

ティは受付け不可能なＱＯＳパラメータとして、コネクション設定を中止する。

ＯＰ＿ＴＦＭ ＜ スループット４

ＯＰ＿ＴＢＭ ＜ スループット２

ＯＰ＿ＤＭ ＞ 中継遅延２
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　さもなければ、着側ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳエンティティは、「Ｔ（ｕ）－接続－表示」プリミティブによ

りＱＯＳ情報をＳＳＣＦ－ＣＯＴＳユーザに渡す。

　本情報は以下のとおり設定される。

ＲＵ＿ＴＦＴ ：＝ ｍｉｎ（スループット３，ＯＰ＿ＴＦＭ）

ＲＵ＿ＴＦＬ ：＝ スループット４

ＲＵ＿ＴＢＴ ：＝ ｍｉｎ（スループット１，ＯＰ＿ＴＢＭ）

ＲＵ＿ＴＢＬ ：＝ スループット２

ＲＵ＿ＤＴ ：＝ ｍａｘ（中継遅延１，ＯＰ＿ＤＭ）

ＲＵ＿ＤＬ ：＝ 中継遅延２

　スループットおよび遅延が受付け可能な場合、着側ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳユーザは「Ｔ（ｕ）－接続－応

答」プリミィティブを着側ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳエンティティに対して送る。正しいスループットおよび遅

延の選択範囲は以下の関係式を満足する。

ＲＵ＿ＴＦＴ ≧ ＲＵ＿ＴＦＳ ≧ ＲＵ＿ＴＦＬ

ＲＵ＿ＴＢＴ ≧ ＲＵ＿ＴＢＳ ≧ ＲＵ＿ＴＢＬ

ＲＵ＿ＤＴ ≦ ＲＵ＿ＤＳ ≦ ＲＵ＿ＤＬ

　「Ｔ（ｕ）－接続－応答」プリミティブ受信時、着側ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳエンティティは以下の値にセッ

トしたＱＯＳパラメータを用いてＣＣ－ＰＤＵを生成する。

スループット１ ：＝ ＲＵ＿ＴＦＳ

スループット２ ：＝ ＲＵ＿ＴＦＳ

スループット３ ：＝ ＲＵ＿ＴＢＳ

スループット４ ：＝ ＲＵ＿ＴＢＳ

中継遅延１ ：＝ ＲＵ＿ＤＳ

中継遅延２ ：＝ ＲＵ＿ＤＳ

中継遅延３ ：＝ ＲＵ＿ＤＳ

中継遅延４ ：＝ ＲＵ＿ＤＳ

　着側ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳユーザがコネクション設定を受付けられない場合には、本文の第１１章の手順

に従い、着側ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳユーザは受付け不可能なＱＯＳパラメータとして、コネクション設定を

中止する。

　ＣＣ－ＰＤＵまたはＣＲ－ＰＤＵの受信時（コネクション設定の衝突時）、発側ローカルＳＳＣＦ－Ｃ

ＯＴＳエンティティは受信したＱＯＳパラメータを検証する。
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スループット１ ＜ ＯＵ＿ＴＢＬ

スループット２ ＞ ｍｉｎ（ＯＵ＿ＴＢＴ，ＯＰ＿ＴＢＭ）

スループット３ ＜ ＯＵ＿ＴＦＬ

スループット４ ＞ ｍｉｎ（ＯＵ＿ＴＦＴ，ＯＰ＿ＴＦＭ）

中継遅延１ ＞ ＯＵ＿ＤＬ

中継遅延２ ＜ ｍａｘ（ＯＵ＿ＤＴ，ＯＰ＿ＤＭ）

　上記のいずれかの関係式が満たされた場合、選択されたＱＯＳは受付けられず発側ローカルＳＳＣＦ－

ＣＯＴＳエンティティは本文の第１１章の手順に従いコネクション設定を中止する。

　パラメータが受付け可能であれば、選択されたＱＯＳパラメータは以下の値に設定され、「Ｔ（ｕ）－

接続－確認」プリミィティブとしてＳＳＣＦ－ＣＯＴＳユーザに渡される。

ＯＵ＿ＴＦＳ ：＝ ｍｉｎ（スループット３，ＯＵ＿ＴＦＴ，ＯＰ＿ＴＦＭ）

ＯＵ＿ＴＢＳ ：＝ ｍｉｎ（スループット１，ＯＵ＿ＴＢＴ，ＯＰ＿ＴＢＭ）

ＯＵ＿ＤＳ ：＝ ｍａｘ（中継遅延１，ＯＵ＿ＤＴ，ＯＰ＿ＤＭ）
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付属資料Ｅ

同期転送コーディネーション機能（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９２３）に関する付加仕様

（標準ＪＴ－Ｉ３６５．３に対する）

　本付属資料は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９２３に含まれる同期転送コーディネーション機能（ＳＣＦ）仕様

を完結させるために必要な同期転送コーディネーション機能の付加定義を行う。すなわち以下に示す範囲

が定義される。

・トランスポートサービスに対するプリミティブ名称の適合

・同期転送コーディネーション機能の動作に影響を与えるプレディケート選択

・Ｃプレーン　サブ－Ｎ－サービスを標準ＪＴ－Ｑ２９３１の呼制御手順にマッピングする機能の定

義

Ｅ．１　トランスポートサービスに対するプリミティブ名称の適合

Ｅ．１．１　はじめに

　本付属資料では、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１４で定義されているＯＳＩコネクションオリエンテッドトラ

ンスポートサービス（ＣＯＴＳ）のための同期転送コーディネーション機能（ＳＣＦ）が、ＩＴＵ－Ｔ勧

告Ｑ．９２３で定義されているＯＳＩコネクションオリエンテッドネットワークサービス（ＣＯＮＳ）の

ための同期転送コーディネーション機能によって、どのように導かれるかを記述する。

Ｅ．１．２　略号

　本付属資料では以下に示す特別な略号を使用する。

ＴＳ （ＯＳＩコネクションオリエンテッド）トランスポートサービス

ＴＣ トランスポートコネクション
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Ｅ．１．３　用語の置き換え

　付表Ｅ．１／ＪＴ－３６５〔３〕の左側に定義された用語は、右側の用語に置き換えられる。

付表Ｅ．１／ＪＴ－Ｉ３６５．３

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９２３の本文から

ＣＯＴＳのための同期転送コーディネーション機能を導きだすための用語の置き換え

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９２３における用語 置き換えられた用語

Ｎ－サービスユーザ Ｔ－サービスユーザ

Ｎ－サービス提供者 Ｔ－サービス提供者

Ｎ－プリミティブ Ｔ－プリミティブ

ＮＳ（ネットワークサービス） ＴＳ（トランスポートサービス）

Ｕプレーンサブ－Ｎ－サービス Ｕプレーンサブ－Ｔ－サービス

Ｎ（ｕ）Ｓ

（Ｕプレーンにおけるネットワークサービス）

Ｔ（ｕ）Ｓ

（Ｕプレーンにおけるトランスポートサービス）

Ｎ（ｕ）－サービスユーザ Ｔ（ｕ）－サービスユーザ

Ｎ（ｕ）－サービス提供者 Ｔ（ｕ）－サービス提供者

Ｎ（ｕ）－プリミティブ Ｔ（ｕ）－プリミティブ

ＮＣ（ネットワークコネクション） ＴＣ（トランスポートコネクション）

Ｎ（ｕ）Ｃ

（Ｕプレーンにおけるネットワークコネクション）

Ｔ（ｕ）Ｃ

（Ｕプレーンにおけるトランスポート

コネクション）

Ｅ．１．４　Ｘ．２１４サービスタイプ

　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９２３の節６．３．１を以下の文章に置き換える必要がある。

　Ｔ（ｕ）Ｓプリミティブは、プリミティブとフェーズやサービス、それらのパラメータを含め、基本的

には表３／Ｘ．２１４で定義されているＴＣプリミティブと同じであり、Ｔ（ｕ）Ｃエンドポイントにお

けるプリミティブシーケンスの状態遷移は、基本的には図５／Ｘ．２１４で定義されているＴＣエンドポ

イントにおけるプリミティブシーケンスの状態遷移と同じである。Ｔ－プリミティブの代わりにＴ（ｕ）

－プリミティブが適用される。

Ｅ．１．５　Ｎ（ｃ）Ｃエンドポイントにおけるサブ－Ｎ－サービスプリミティブのまとめ

　表１／Ｑ．９２３が付表Ｅ．２／ＪＴ－Ｉ３６５．３に置き代わる。
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付表Ｅ．２／ＪＴ－Ｉ３６５．３

Ｎ（ｃ）Ｃエンドポイントにおけるサブ－Ｎ－サービスプリミティブ（Ｎ（ｃ）Ｓプリミティブ）と

それらのパラメータのまとめ

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）

フェーズ サービス プリミティブ 規定 パラメータ

トランスポート 設定 Ｎ（ｃ）－接続－要求 Ｍ 着番号

コネクション設定 Ｍ 発番号

ＵＯ 優先データオプション

ＵＯ ＱＯＳパラメータセット

ＣＯ ＴＳ－ユーザデータ

Ｎ（ｃ）－接続－表示 Ｍ 着番号

Ｍ 発番号

ＵＯ 優先データオプション

ＵＯ ＱＯＳパラメータセット

ＣＯ ＴＳ－ユーザデータ

Ｎ（ｃ）－接続－応答 Ｍ 応答アドレス

ＵＯ 優先データオプション

ＵＯ ＱＯＳパラメータセット

ＣＯ ＴＳ－ユーザデータ

Ｎ（ｃ）－接続－確認 Ｍ 応答アドレス

ＵＯ 優先データオプション

ＵＯ ＱＯＳパラメータセット

ＣＯ ＴＳ－ユーザデータ

トランスポート 解放 Ｎ（ｃ）－切断－要求 ＣＯ ＴＳ－ユーザデータ

コネクション解放 Ｎ（ｃ）－切断－表示 Ｍ 切断理由

ＣＯ ＴＳ－ユーザデータ

（注）規定のＭは必須を表し、ＵＯはＵプレーンオプション、ＣＯはＣプレーンオプションを表す。
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Ｅ．１．６　リセットサービスの削除

　ＣＯＴＳにはリセットサービスがないため、「リセット－要求」，「リセット－表示」，「リセット－

応答」および「リセット－確認」の各プリミティブについての記述は削除されなければばらない。その結

果、図３／Ｑ．９２３において、状態５および状態６（「ＮＳユーザ起動リセット応答待ち」および「Ｎ

Ｓ提供者起動リセット応答待ち」）は削除されなければならない。

さらに、図４／Ｑ．９２３および図５／Ｑ．９２３において、状態５／４／５／０および状態６／４／

６／０も削除されなければならない。

　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９２３の節６．４．１において、状態遷移を引き起こすプリミティブを以下に示す。

ａ）Ｔ－接続－要求

ｂ）Ｔ－接続－応答

ｃ）Ｔ－切断－要求

ｄ）Ｎ（ｃ）－接続－表示

ｅ）Ｎ（ｃ）－接続－確認

ｆ）Ｎ（ｃ）－切断－表示

ｇ）Ｔ（ｕ）－接続－表示

ｈ）Ｔ（ｕ）－接続－確認

ｉ）Ｔ（ｕ）－切断－表示

　 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９２３の節６．４．２において、状態遷移を引き起こすプリミティブを以下に示す。

ａ）Ｔ－接続－要求

ｂ）Ｔ－接続－応答

ｃ）Ｔ－切断－要求

ｄ）Ｎ（ｃ）－接続－表示

ｅ）Ｎ（ｃ）－接続－確認

ｆ）Ｎ（ｃ）－切断－表示

ｇ）Ｔ（ｕ）－接続－表示

ｈ）Ｔ（ｕ）－接続－確認

ｉ）Ｔ（ｕ）－切断－表示

ｊ）Ｔ（ｕ）－切断－確認

Ｅ．１．７　状態遷移表

　状態遷移表（表２／Ｑ．９２３）において、付表３／ＪＴ－Ｉ３６５．３のようにイベント名称を置き

換えなければならない。
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付表３／ＪＴ－Ｉ３６５．３

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９２３の表２／Ｑ．９２３におけるイベントの置き換え

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）

表２／Ｑ．９２３におけるイベント 置き換えられるイベント

Ｎ－接続－要求 Ｔ－接続－要求

Ｎ－接続－応答 Ｔ－接続－応答

Ｎ－切断－要求 Ｔ－切断－要求

Ｎ－データ－要求 Ｔ－データ－要求

Ｎ（ｕ）－接続－表示 Ｔ（ｕ）－接続－表示

Ｎ（ｕ）－接続－確認 Ｔ（ｕ）－接続－確認

Ｎ（ｕ）－切断－表示 Ｔ（ｕ）－切断－表示

Ｎ（ｕ）－データ－表示 Ｔ（ｕ）－データ－表示

Ｎ（ｕ）－切断－確認 Ｔ（ｕ）－切断－確認

　「Ｎ－リセット－要求」，「Ｎ－リセット－応答」，「Ｎ（ｕ）－リセット－表示」および「Ｎ（ｕ）

－リセット－確認」の各イベントについての行は削除される。

　状態５／４／５／０および６／４／６／０についての列は削除される。

　（注）Ｃプレーンにおけるサブ－Ｎ－サービスは変更されない。そのため、このサービスに対するイベ

ント（およびプリミティブ）は本文で記述のとおり残される。特に、状態遷移表において、「Ｎ（ｃ）

－接続－表示」，「Ｎ（ｃ）－接続－確認」，「Ｎ（ｃ）－切断－表示」および「Ｎ（ｃ）－リセッ

ト－表示」の各イベントは残される。

Ｅ．２　プレディケート選択

　プレディケートは以下のように設定される。

Ｐ１ ＴＲＵＥ Ｃプレーンの呼設定に含まれるＴＳユーザ

Ｐ２ ＴＲＵＥ Ｕプレーンの解放確認サービス

Ｐ３ ＦＡＬＳＥ 交換型ＡＴＭコネクションのアプリケーション

ＴＲＵＥ 固定型ＡＴＭコネクションのアプリケーション

Ｅ．３　Ｃプレーン　サブ－Ｎ－サービスのマッピング

　本節では、ユーザ網インタフェースのユーザ側の呼制御で提供されるＣプレーン　サブ－Ｎ（ｃ）－サー

ビスの上位境界において、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２９３１で定義されたメッセージおよび、それらの情報要

素と、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９２３に従うＮ（ｃ）－プリミティブ間のマッピングの規定を行う。
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付表Ｅ．４／ＪＴ－Ｉ３６５．３

ＡＴＭコネクション設定フェーズに関するマッピング

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９２３にもとづく

N(c)-プリミティブとそのパラメータ

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２９３１　ＣＳ１にもとづくメッセージと

関連する付加サービス勧告

プリミティブ メッセージ

N(c)-接続-要求 SETUP(U -> N)

N(c)-接続-表示 SETUP(N -> U)

N(c)-接続-応答 CONNECT(U -> N)

N(c)-接続-確認 CONNECT(N -> U)

パラメータ 情報要素

宛先アドレス 着番号

着サブアドレス

送信元アドレス 発番号

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２９５１．８［９］にもとづく発サブアドレス

応答アドレス 接続先番号

接続先サブアドレス

優先データ選択 （注１）

ＱＯＳパラメータセット：

　スループット ＡＴＭトラフィック記述子

　中継遅延 エンド・エンド中継遅延

ＮＳ－ユーザデータ （注１）

（注１）本パラメータはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２９５７．１（付表Ｅ．６／ＪＴ－Ｉ３６５．３参照）にもと

づいたユーザ・ユーザ情報要素で運ばれる。

（注２）各パラメータはＣプレーン、Ｕプレーン上を転送される。
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付表Ｅ．５／ＪＴ－Ｉ３６５．３

ＡＴＭコネクション解放フェーズに関するマッピング

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９２３にもと

づく N(c)-プリミティブとそのパ

ラメータ

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２９３１　ＣＳ１にもとづくメッセージと関連する付

加サービス勧告

プリミティブ メッセージ

N(c)-切断－要求 RELEASE(U -> N), RELEASE COMPLETE(U -> N)

N(c)-切断－表示 RELEASE(N -> U), RELEASE COMPLETE(N -> U), RESTART(N -> U)

パラメータ 情報要素

起動元，理由 理由表示

応答アドレス 接続先番号

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２９５７．１［１０］にもとづく接続先サブアドレス

ＮＳ－ユーザデータ ユーザ・ユーザ情報

（注）各パラメータはＣプレーン、Ｕプレーン上を転送される。

付表Ｅ．６／ＪＴ－Ｉ３６５．３

ユーザ・ユーザ情報要素のコーディング

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）

メッセージ ユーザ・ユーザ情報のコーディング

SETUP(U->N), SETUP(N->U) CR-PDU 全体（節１０．２参照）

CONNECT(U->N),CONNECT(N->U) CC-PDU 全体（節１０．２参照）
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付録１

ＵＮＩにおけるＵプレーンでのコネクション設定，リセット，解放時のＴ（ｕ）－プリミティブ

シーケンスと、ＡＡ－信号およびＳＳＣＯＰ－ＰＤＵシーケンスとの関係

（標準ＪＴ－Ｉ３６５．３に対する）

　本付録では、手順の解析に最も適したシーケンスを紹介する。ＳＳＣＯＰ－ＰＤＵの同位間シーケンス

はＡＡ－信号とＴ（ｕ）－プリミティブに関係している。

　付図１．１／ＪＴ－Ｉ３６５．３から付図１．４／ＪＴ－Ｉ３６５．３はＰＤＵの衝突や紛失を含んだ

種々のコネクション設定の場合を示している。

　（注）コネクション設定は同時に双方の伝達方向に影響を及ぼす。

　付図１．５／ＪＴ－Ｉ３６５．３はコネクション設定要求が拒否された場合を示している。

　付図１．６／ＪＴ－Ｉ３６５．３および付図１．７／ＪＴ－Ｉ３６５．３は不十分なＱＯＳまたは不完

全なアドレスによる２つのコネクション設定要求拒否の場合を示している。

　付図１．８／ＪＴ－Ｉ３６５．３から付図１．１１／ＪＴ－Ｉ３６５．３はＰＤＵの衝突や紛失を含む

種々のコネクション解放の場合を示している。

　（注）コネクション解放は同時に双方の伝達方向に影響を及ぼす。

　付図１．１２／ＪＴ－Ｉ３６５．３は「ＡＡ－再同期－表示」信号を受信した場合を示している。「Ａ

Ａ－再同期－表示」信号を出力するようなＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ手順はない。結果として状態４となる。状

態４（ＴＳ提供者が起動した切断保留）は、付図１．１６／ＪＴ－Ｉ３６５．３から付図１．１９／ＪＴ

－Ｉ３６５．３に示しているＰＤＵの衝突や紛失を含む種々の場合の回復状態の後と同じである。

　付図１．１３／ＪＴ－Ｉ３６５．３から付図１．１６／ＪＴ－Ｉ３６５．３はＰＤＵの衝突や紛失を含

む種々のＳＳＣＯＰエラー回復の場合を示している。ＳＳＣＯＰエラー回復手順は、「ＡＡ－回復－表示」

信号により通知される。

　（注）ＳＳＣＯＰエラー回復により、提供者によるコネクション解放が行われる。

　付図１．１７／ＪＴ－Ｉ３６５．３は、相手が以前のコネクションの解放を完了する前に、新しいコネ

クションを設定する競合の場合を示している。

　（ＴＴＣ注）付図１．１８／ＪＴ－Ｉ３６５．３は、ＩＴＵ－Ｔ勧告において、本文の表８と不一致が

あるため削除した。
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　付図１．１９／ＪＴ－Ｉ３６５．３は、前のコネクション制御サービスが双方で完了する前に、新たな

コネクション制御サービスが起動される場合を示している。

　付図１．２０／ＪＴ－Ｉ３６５．３は、ＴＳ提供者切断とＴＳユーザ切断とが同時に起動されるもう一

つの場合を示している。

　付図１．２１／ＪＴ－Ｉ３６５．３は、コネクション制御サービスが同時に起動された場合を示してい

る。

（ＴＴＣ注）ＳＳＣＦ－ＣＯＮＳの状態は本付録の全ての付図においてＵ．ＬＵ．ＬＵ．ＬＵ．Ｌの状態を表す。ここでのＵＵＵＵ

は上位レイヤとのインタフェース状態を示し、ＬＬＬＬは下位とのインタフェース状態を示す（レ

イヤマネージメントについては、一義的に決まるため省略している）。
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ＳＣＦとＳＳＣＦ－ＣＯＴＳ間のＴ（ｕ）－ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ

ＳＳＣＯＰの状態

ＳＳＣＯＰ

ＰＤＵ

ＳＳＣＯＰのｲﾝﾀﾌｪｰｽ状態

ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳとＳＳＣＯＰ間のＡＡ－信号

ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳの状態（図９／ＪＴ－Ｉ３６５．３）

ＳＳＣＦ－ＣＯＴＳのｲﾝﾀﾌｪｰｽ状態（図３／ＪＴ－Ｉ３６５．３）

（注）
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SSCOP(JT-Q2110)
SSCF-COTS

設定－応答

設定－確認

AA-AA-

BGN

BGAK
接続－確認

設定－表示 接続－表示

設定－要求接続－要求

T(u)-T(u)-

接続－応答

.104 0110

40110

4

.3

1 1 1 1 1.1 11 1.1

22 2.2 2

33 3

4

3

（注）この付図の上部にある説明箇所は、本付録の全ての付図に適用される。

付図１．１／ＪＴ－Ｉ３６５．３

Ｔ（ｕ）－コネクション設定シーケンス

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）
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2.2

T(u)-
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2 2.2 2 2
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接続－要求設定－要求

設定－確認
2 2 2

4
4

付図１．２／ＪＴ－Ｉ３６５．３

衝突が生じた場合のＴ（ｕ）－コネクション設定シーケンス

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）
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4
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付図１．３／ＪＴ－Ｉ３６５．３

衝突と欠落が生じた場合のＴ（ｕ）－コネクション設定シーケンス

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）
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付図１．４／ＪＴ－Ｉ３６５．３

欠落が生じた場合のＴ（ｕ）－コネクション設定とＤＡＴＡ－ＰＤＵの送出シーケンス

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）
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付図１．５／ＪＴ－Ｉ３６５．３

Ｔ（ｕ）－コネクション設定に対する拒否シーケンス

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）
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付図１．６／ＪＴ－Ｉ３６５．３

Ｔ（ｕ）－コネクション設定に対する拒否シーケンス

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）
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付図１．７／ＪＴ－Ｉ３６５．３

Ｔ（ｕ）－コネクション設定に対する拒否シーケンス

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）
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付図１．８／ＪＴ－Ｉ３６５．３

Ｔ（ｕ）－コネクション解放シーケンス

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）
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付図１．９／ＪＴ－Ｉ３６５．３

衝突が生じた場合のＴ（ｕ）－コネクション解放シーケンス

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）
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付図１．１０／ＪＴ－Ｉ３６５．３

衝突と欠落が生じた場合のＴ（ｕ）－コネクション解放シーケンス

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）
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付図１．１１／ＪＴ－Ｉ３６５．３

欠落が生じた場合のＴ（ｕ）－コネクション解放シーケンス

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）
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付図１．１２／ＪＴ－Ｉ３６５．３

「ＡＡ－再同期－表示」を受信したときのシーケンス

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）
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付図１．１３／ＪＴ－Ｉ３６５．３

提供者が起動したＴ（ｕ）－コネクション解放シーケンス

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）
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付図１．１４／ＪＴ－Ｉ３６５．３

衝突が生じた場合に提供者が起動したＴ（ｕ）－コネクション解放シーケンス

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）
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付図１．１５／ＪＴ－Ｉ３６５．３

衝突と欠落が生じた場合に提供者が起動したＴ（ｕ）－コネクション解放シーケンス

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）
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付図１．１６／ＪＴ－Ｉ３６５．３

欠落が生じた場合の提供者が起動したＴ（ｕ）－コネクション解放とＤＡＴＡ－ＰＤＵの送出シーケンス

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）
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付図１．１７／ＪＴ－Ｉ３６５．３

ＰＤＵの欠落が生じた場合のＴ（ｕ）－コネクション解放にＴ（ｕ）－コネクション設定が続くシーケン

ス

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）

（付図１．１８は本文と不一致があるため削除）

付図１．１８／ＪＴ－Ｉ３６５．３
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付図１．１９／ＪＴ－Ｉ３６５．３

Ｔ（ｕ）－コネクション設定の直後に解放が続くシーケンス

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）
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付図１．２０／ＪＴ－Ｉ３６５．３

提供者起動のＴ（ｕ）－コネクション解放の直後にユーザ起動の解放が続くシーケンス

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）
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付図１．２１／ＪＴ－Ｉ３６５．３

Ｔ（ｕ）－コネクション解放と同時に提供者起動の解放が生じた場合のシーケンス

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）
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付録２

ＳＳＣＯＰパラメータおよびタイマのデフォルト値に関するさらなる考察

（標準ＪＴ－Ｉ３６５．３に対する）

　本付録では、いくつかのＳＳＣＯＰパラメータの相互依存についての短い議論を提供している。

付録２．１　定義

記号 単位 説明

ｒ ｂｉｔ／ｓ 転送速度

ｒｔｄ ｓ 往復遅延

ｔｒ ｂｉｔ 帯域と遅延の積 ｒ・ｒｔｄ

ｚ ｏｃｔｅｔ／ｆｒａｍｅ フレームサイズ

Ｔｒ ｆｒａｍｅ 帯域と遅延の積

ｅ ビットエラー率

ｐ フレームエラー率 １－（１－ｅ）８・ｚ

ｔｐ ｓ Ｔｉｍｅｒ＿ＰＯＬＬ

Ｔｐ ｆｒａｍｅ Ｔｉｍｅｒ＿ＰＯＬＬ

Ｗ ｆｒａｍｅ ウインドウ

Ｔ ｓ／ｆｒａｍｅ タイムスロット

ＴＲ ｆｒａｍｅ 帯域と遅延の積 “Ｔｒ”を整数値に切り上げた値

ＴＰ ｆｒａｍｅ Ｔｉｍｅｒ＿ＰＯＬＬ “Ｔｐ”を整数値に切り上げた値

　転送速度“ｒ”は、交渉された最大チャネルビット速度であり、たとえば、ピークビット速度交渉によっ

て割り当てられる。本付録では、解析のために、時間軸を一つのフルサイズフレームの転送に必要な時間

で量子化して考える。直接的な帯域と遅延の積“ｔｒ”はビットで測定されるが、フレームで測定される

“Ｔｒ”の方がより解析に適している。また、量子化された時間軸を考慮すると、整数値に切り上げられ

た帯域と遅延の積は“ＴＲ”により示される。

　通常、「秒」で表現されるＴｉｍｅｒ＿ＰＯＬＬ“ｔｐ”についても同様に考えると、“Ｔｐ”は本解

析の場合「フレーム」で表現される。そして、整数値に切り上げられた値は“ＴＰ”により示される。

付録２．２　目標

　ＳＳＣＯＰが利用され、（ｒ，ｒｔｄ，ｅ）で特性づけられる環境において、スループット，効率，プ

ロトコルパラメータ（Ｗ，ｚ，ｔｐ）間の関係を調べる。

　ｒ・ｒｔｄ

８・ｚ

　ｒ・ｔｐ

８・ｚ

８・ｚ

 ｒ
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付録２．３　フレームサイズ

　付図２．１／ＪＴ－Ｉ３６５．３は、ビットエラー率“ｅ”，フレームサイズ“ｚ”，フレームエラー

率“ｐ”間の関係を示す。様々なビットエラー率において同等な能力を得るには、フレームサイズを調整

する必要がある。一般に、より良い（すなわち、より小さい）ビットエラー率ほど、フレームは大きくで

き、フレームあたりのプロトコルオーバヘッドの割合は小さくできる。

　（注）この解析では、セルヘッダ内のビットエラーを無視できるものと考えている。
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付図２．１／ＪＴ－Ｉ３６５．３

ビットエラーレート，フレームサイズとフレームエラーレートの関係

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）
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付録２．４　定性解析

付録２．４．１　仮定

　定性解析について、ＳＳＣＯＰ－ＰＤＵ（“ＰＯＬＬ”，“ＳＴＡＴ”，“ＵＳＴＡＴ”）の転送時間

はタイミングに影響しないものと仮定する。すなわち、これらの転送時間と必要帯域は無視されるものと

する。

　また、観測中に送信間隔を空ける必要がない程、送信側は十分に送るデータを持っていると仮定する。

これにより、１フレームを送信するために必要な時間はタイムスロット“Ｔ”と定義できる。往復遅延も、

フレームの数“Ｔｒ”と次の整数値に切り上げられたタイムスロット“ＴＲ”で表現できる。同様に、Ｔ

ｉｍｅｒ＿ＰＯＬＬ“ｔｐ”はフレーム数で表された“Ｔｐ”を切り上げた“ＴＰ”で表現できる。

付録２．４．２　エラーなしのタイミング

　付図２．２／ＪＴ－Ｉ３６５．３は、フレームの紛失がない場合を示している。 ＰＯＬＬ－ＰＤＵの転

送直後に転送されたフレームの転送状態は、次のＰＯＬＬ－ＰＤＵを用いて（つまりＴＰタイムスロット

の後で）受信側へ要求される。この要求に関連したＳＴＡＴ－ＰＤＵは、次のＴＲタイムスロットの後に

送信側によって解釈される。ゆえに、送信側におけるクレジットの更新は時間ＴＲ＋ＴＰで行われる。

　したがって、フレームの転送を維持するため、ウインドウ“Ｗ”は、少なくともＴＲ＋ＴＰでなければ

ならない。もし、このウインドウサイズがもっと小さいならば、発信側はフレームの連続的な転送に対し

て、十分なクレジットを持っていないことになる。

　（注）紛失フレームがない場合、受信側で必要とされる並べ替えバッファは要らない。

POLL STAT

TP TR

POLL STAT

付図２．２／ＪＴ－Ｉ３６５．３

エラーが無い状態でのタイミング

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）
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付録２．４．３　データフレームの一つが紛失した場合の補正タイミング

　付図２．３／ＪＴ－Ｉ３６５．３は、フレームが紛失したときのタイミングを示している。左にある最

初のフレームは、時間「１」で送信側での転送を完了するが、転送途中で欠落し、紛失していると仮定す

る。この紛失したフレームは、時間Ｔｒ／２＋１で受信されるはずであった。しかし、受信側は時間Ｔｒ

／２＋２で、次のフレームを受信して初めて紛失したことを認識する。ただちに、ＵＳＴＡＴが送信側に

送り返され、それは時間Ｔｒ＋２で到着し、時間ＴＲ＋２で解釈される。この紛失したフレームは直ちに

再送可能であり、図中に示すように、ＴＲ＋３で再び送信されている。

　一般に、Ｔｉｍｅｒ＿ＰＯＬＬはデータの紛失とは非同期である。とはいえ、最悪の場合を解析しても、

再送が開始される直前のＴＲ＋２でＰＯＬＬ－ＰＤＵが送られたと仮定できる。次のＰＯＬＬ－ＰＤＵは

ＴＰタイムスロットの終了前には送られないので、再送されたフレームに対する確認を行うＳＴＡＴ－Ｐ

ＤＵの返送と解釈には、さらに別のＴＲタイムスロットを必要とする。（付図２．３／ＪＴ－Ｉ３６５．

３参照）

　したがって、送信側におけるクレジットの更新は、２・ＴＲ＋ＴＰ＋２で行われる。もし、ウインドウ

“Ｗ”が少なくとも２・ＴＲ＋ＴＰ＋１であれば、送信側はウインドウをクローズするまでのデータ送信

の空きが必要ないことになる。

（注１）フレームの再送にタイムスロットが一つ使われるが、これはクレジットを減少させない。

（注２）付図２．３／ＪＴ－Ｉ３６５．３において、全てのＰＯＬＬ－ＰＤＵ及びＳＴＡＴ－ＰＤＵを

示しているわけではない。

TR TP TR

USTAT POLL STATlost
repetition

付図２．３／ＪＴ－Ｉ３６５．３

データ－ＰＤＵの一つが紛失した場合の補正タイミング

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）
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TP TR
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付図２．４／ＪＴ－Ｉ３６５．３

データ－ＰＤＵの一つが紛失した場合の補正タイミング

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３６５．３）

付録２．４．４　ＰＯＬＬ－ＰＤＵまたはＳＴＡＴ－ＰＤＵが一つ紛失した場合の補正タイミング

　付図２．４／ＪＴ－Ｉ３６５．３は、ＰＯＬＬ－ＰＤＵやＳＴＡＴ－ＰＤＵが紛失した時のタイミング

を示す。最大アウトスタンディングフレーム応答にかかわる最悪の場合が図の左側に見られる。ウインド

ウ“Ｗ”は少なくとも２・ＴＰ＋ＴＲでなければならないことがわかる。

　（注）この場合、受信側は並べ変えバッファを必要とせず、情報は再送されない。

付録２．４．５　複数エラー

　上記の解析では、全ての再送が成功すると仮定された。再送回数がｋ以内でのフレームが届けられる確

率は（１－ｐｋ）または（１－（１－（１－ｅ）８・ｚ）ｋ）と表すことができる。それゆえ、一般的に上記

の想定はフレームエラー率“ｐ”が１０－３より良いとき有効である。

付録２．５　結び

　許容できるフレームエラー率に調整されたフレームサイズにおいて、受信側から送信側に提供されるク

レジットウインドウ“Ｗ”（フレーム単位）は、２・ＴＲ＋ＴＰ＋１または２・ＴＰ＋ＴＲよりも大きい

ものが提案される。ここで“ＴＰ”と“ＴＲ”は、付録２．１で定義されたものである。このウインドウ

ならば、データ転送を阻害することなく、一つのＰＤＵ紛失を補うことができる。
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ＪＴ－Ｉ３６５．３の用語

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
1 略語 用語 訳 分類
2 (sustained) available 使用可能 パラメータ値
3 (sustained) target 目標値 パラメータ値
4 abnormal condition 異常 フィールドの値

5 Address1 field アドレス１フィールド フィールド
6 Address2 field アドレス２フィールド フィールド
7 bandwidth-delay-product 帯域と遅延の積
8 BR Buffer Release バッファ解放 パラメータ
9 Called address 宛先アドレス パラメータ

10 Calling address 送信元アドレス パラメータ

11 Code Code(コード) パラメータ
12 confirm 確認 種別
13 Confirmation request 確認要求 パラメータ
14 C Confirmation Request field 確認要求フィールド フィールド
15 N(RC) Confirmation Sequence Number field 確認番号シーケンスフィールド フィールド
16 congestion 輻輳 パラメータ値

17 connection establishment コネクション設定
18 Connection Establishment-Confirmation コネクション設定確認 用途
19 CC PDU Connection Establishment-Confirmation PDU コネクション設定確認PDU PDU
20 Connection Establishment-Request コネクション設定要求 用途
21 CR PDU Connection Establishment-Request PDU コネクション設定要求PDU PDU
22 Connection protection コネクションプロテクション

23 connection rejection 接続拒絶 パラメータ値
24 Connection Release-Disconnect コネクション解放切断 用途
25 DR PDU Connection Release-Disconnect PDU コネクション解放切断PDU PDU
26 RSAK(未使用）PDU Connection Reset Acknowledgement PDU コネクションリセット応答 PDU
27 RS PDU Connection Reset PDU コネクションリセットPDU PDU
28 DATA PDU Data PDU 通常データPDU PDU
29 Data Transfer Ready データ転送可能 状態
30 N(TS) Data Transfer State Identity Number field データ転送状態識別番号フィールド フィールド
31 VR(TS) Data Transfer State Identity Number state variable データ転送状態識別番号状態変数（受信側） 状態変数
32 VT(TS) Data Transfer State Identity Number state variable データ転送状態識別番号状態変数（送信側） 状態変数
33 VR(TV) Data Transfer State Identity Validity state variable データ転送状態識別検証状態変数（受信側） 状態変数
34 VT(TV) Data Transfer State Identity Validity state variable データ転送状態識別検証状態変数（送信側） 状態変数

35 N(TS) Data Transfer State Sequence Number field データ転送状態シーケンス番号フィールド フィールド
36 Direction direction(方向) パラメータ
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ＪＴ－Ｉ３６５．３の用語

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
1 略語 用語 訳 分類

37 disconnection 切断 パラメータ値
38 Error Correction エラー回復
39 establishment 設定

40 EDAK PDU Expedited Data Acknowledgement PDU 優先データ応答PDU PDU
41 E3 Expedited Data Busy 優先データビジー 状態

42 S Expedited Data Flow Control field 優先データフロー制御フィールド フィールド

43 E1 Expedited Data Idle 優先データアイドル 状態

44 ED PDU Expedited Data PDU 優先データPDU PDU
45 VR(SE) Expedited Data Receive state variable 優先データ受信状態変数 状態変数

46 Expedited data selection 優先データ選択 パラメータ

47 VT(SE) Expedited Data Send state variable 優先データ送信状態変数 状態変数

48 E2 Expedited Data Sent 優先データ送信済み 状態

49 N Expedited Data Sequence Number field 優先データシーケンス番号フィールド フィールド

50 expedited data service 優先データ転送サービス

51 Expedited Data service procedure 優先データサービス手順

52 N(E) Expedited Data Synchronization field 優先データ同期フィールド フィールド

53 VR(E) Expedited Data Synchronization Receive state variable 優先データ同期受信状態変数 状態変数

54 VT(E) Expedited Data Synchronization Send state variable 優先データ同期送信状態変数 状態変数

55 Expedited Data Transfer option 優先データ転送オフﾟション

56 ES Expedited Data Transfer Selection field 優先データ転送選択フィールド フィールド

57 E0 Expedited Data Wait 優先データ待ち 状態

58 expedited N-SDU 優先N-SDU
59 Expedited N-SDU Information field 優先データN-SDU情報フィールド フィールド

60 expires 満了

61 Flow Control フロー制御

62 Identity Number 識別番号

63 Identity Validity 識別番号有効性

64 Idle アイドル 状態

65 implement 実装

66 Incoming Connection Pending 入側コネクション起動中 状態

67 indication 表示 種別

68 invalid 異常

69 Keep alive キープアライブ

70 Longest outstanding frame acknowledgement 最長アウトスタンディングフレーム応答

71 MU Message Unit メッセージユニット パラメータ
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ＪＴ－Ｉ３６５．３の用語

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
1 略語 用語 訳 分類

72 minimum acceptable 受け入れ可能最小値 パラメータ値

73 M More Data field モアデータフィールド フィールド

74 N-SDU Information field N-SDU情報フィールド フィールド

75 N-SDU Network Service Data Unit ネットワークサービスデータユニット SDU
76 no request receipt confirmation 受信確認非要求 パラメータ値

77 no use of expedited data 優先データ不使用 パラメータ値

78 no use of receipt confirmation 受信確認不使用 パラメータ値

79 normal 通常 用途

80 NS provider NS提供者 パラメータ値

81 NS Provider Invoked Reset Pending NS提供者起動リセット起動中 状態

82 NS user NSユーザ パラメータ値

83 NS User Invoked Reset Pending NS起動リセット起動中 状態

84 NS-user-data NS－ユーザデータ パラメータ

85 NS-user-data-field NSユーザデータフィールド フィールド

86 NSAP unreachable NSAP　アドレス未達

87 Originator 起動元 パラメータ

88 Origin Originator field 起動元フィールド フィールド

89 Outgoing Connection Pending 出側コネクション起動中 状態

90 Outgoing Disconnection Pending 出側切断起動中 状態

91 PAD PAD field PADフィールド フィールド

92 PL PAD Length field PAD長フィールド フィールド

93 PDU Type field PDUタイプフィールド フィールド

94 peak bit rate negotiation ピークビット速度（レート）交渉

95 peer 同位

96 Peer-to-Peer 同位間

97 peer-to-peer sequence 同位間シーケンス

98 permanent ATM connection 固定型ATMコネクション(PVC)
99 permanent condition 永続的 パラメータ値

100 permanent condition 永続的 フィールドの値

101 priority 優先度

102 Protocol Discriminator field プロトコル識別子フィールド フィールド

103 QOS Parameters QOSパラメータ フィールド

104 QOS Set Identifier field QOSセット識別子フィールド フィールド

105 Q Qualified Data Designation field クォリファイドデータ指定フィールド フィールド

106 QoS quality of service サービス品質(QOS)



- 101 - ＪＴ－Ｉ３６５．３

ＪＴ－Ｉ３６５．３の用語

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
1 略語 用語 訳 分類

107 Quality of Service サービス品質 パラメータ

108 Reason 理由 パラメータ
109 Reason Reason field 理由フィールド フィールド

110 Reassembly 組立

111 Reassembly buffer 組立バッファ 状態変数

112 RCAK PDU Receipt Confirmation Acknowledgement PDU 受信確認応答PDU PDU
113 R1 Receipt Confirmation Idle 受信確認アイドル 状態

114 Receipt Confirmation option 受信確認オフﾟション

115 RC PDU Receipt Confirmation PDU 受信確認PDU PDU
116 VR(RC) Receipt Confirmation Receive State Variable 受信確認受信側状態変数 状態変数

117 Receipt confirmation selection 受信確認選択 パラメータ

118 RS Receipt Confirmation Selection field 受信確認選択フィールド フィールド

119 R2 Receipt Confirmation Sent 受信確認送信 状態

120 VT(RC) Receipt Confirmation Sent State Variable 受信確認送信側状態変数 状態変数

121 receipt confirmation service 受信確認サービス

122 R0 Receipt Confirmation Wait 受信確認待ち 状態

123 receiver 受信側

124 Recovery Pending 回復起動中 状態

125 release 切断

126 request 要求 種別

127 request receipt confirmation 受信確認要求 パラメータ値

128 resequencing buffer size 並び替えバッファサイズ

129 R Reserved field 予約フィールド フィールド

130 Resetting リセット 状態

131 Responding address 応答アドレス パラメータ

132 response 応答 種別

133 Resynchronization 再同期

134 resynchronization 再同期 パラメータ値

135 retrieval service 回収サービス

136 round trip delay 往復遅延

137 SDL Diagrams SDL図
138 Segmentation 分割

139 Sequence Integrity 転送順序保証

140 SN Sequence Number シーケンス番号 パラメータ

141 sequence number シーケンス番号
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ＪＴ－Ｉ３６５．３の用語

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

1 略語 用語 訳 分類
142 SSCOP Service specific Connection Oriented Protocol サービス依存コネクション型プロトコル

143 SSCF-CONS Service Specific Convergence Sublayer Connection Oriented
Network Service

コネクション型ネットワークサービス用AALサービス依存

コーディネーション機能
144 SSCF-COTS Service Specific Convergence Sublayer Connection Oriented

Transport Service
コネクション型トランスポートサービス用AALサービス依存

コーディネーション機能
145 Source ソース(Source) パラメータ

146 SDL Specification and Description Language 仕様記述言語

147 SSCOP-UU SSCOP User-to-User SSCOPユーザ間情報 パラメータ

148 State 状態(State) パラメータ

149 state variable 状態変数 状態変数

150 SCF Synchronization and Coordination Function 同期転送コーディネーション機能

151 throughput スループット

152 transient condition 一時的 パラメータ値

153 transient condition 一時的 フィールドの値

154 transit delay 中継遅延

155 transmitter 送信側

156 VT Transmitter State Variable 送信側状態変数 状態変数

157 transparent 透過的な

158 TS Transport Service トランスポートサービス

159 TSAP Transport Service Access Point トランスポートサービスアクセスポイント

160 T-SDU Transport Service Data Unit トランスポートサービスデータユニット SDU
161 Type タイプ(Type) パラメータ

162 Unassured data transfer 非確認型データ転送

163 undefined 未定義 パラメータ値

164 underlying sublayer 下位サブレイヤ

165 unreachable 未達 フィールドの値

166 valid 正常

167 AA-DATA AA-データ プリミティブ

168 AA-ESTABLISH AA-設定 プリミティブ

169 AA-RECOVER AA-回復 プリミティブ

170 AA-RELEASE AA-解放 プリミティブ

171 AA-RESYNC AA-再同期 プリミティブ

172 AA-UNITDATA AA-ユニットデータ プリミティブ

173 AA－signal AA－信号 プリミティブ

174 MN(u)-DISCONNECT MN(u)-切断 プリミティブ
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ＪＴ－Ｉ３６５．３の用語

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

1 略語 用語 訳 分類

175 MN(u)-ERROR MN(u)-エラー プリミティブ

176 MN(u)-REPORT MN(u)-報告 プリミティブ

177 MN(u)-RESET MN(u)-リセット プリミティブ

178 MN(u)-STATE MN(u)-状態 プリミティブ

179 MT(u)-DISCONNECT MT(u)-切断 プリミティブ

180 MT(u)-ERROR MT(u)-エラー プリミティブ

181 MT(u)-REPORT MT(u)-報告 プリミティブ

182 MT(u)-STATE MT(u)-状態 プリミティブ

183 N(u)-CONNECT N(u)-接続 プリミティブ

184 N(u)-DATA N(u)-データ プリミティブ

185 N(u)-DATA-
ACKNOWLEDGE

N(u)-データ確認応答 プリミティブ

186 N(u)-DISCONNECT N(u)-切断 プリミティブ

187 N(u)-EXPEDITED-
DATA

N(u)-優先データ プリミティブ

188 N(u)-RESET N(u)-リセット プリミティブ

189 T(u)-CONNECT T(u)-接続 プリミティブ

190 T(u)-DATA T(u)-データ プリミティブ

191 T(u)-DISCONNECT T(u)-切断 プリミティブ

192 T(u)-EXPEDITED-
DATA

T(u)-優先データ プリミティブ

193 T-Selector T-セレクタ フィールド

194 Timer_Ebusy Timer_Ebusy タイマー

195 Timer_ECC Timer_ECC タイマー

196 Timer_RCC Timer_RCC タイマー

197 TS-provider TS提供者 パラメータ

198 TS-user-data TS-ユーザデータ パラメータ
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河合　慎一郎 国際電信電話(株) 中村　信一 (株)田村電機製作所

平海　孝志 第二電電(株) 秋間　孝一郎 (株)東芝

高橋　秀一 東京通信ﾈｯﾄﾜｰｸ(株) 森住　哲也 東洋通信機(株)

山本　康弘 日本高速通信(株) 寺内　進 日本ｱｲ･ﾋﾞｰ･ｴﾑ(株)

若林　亨昭 日本テレコム(株) 青木　康二 日本ＡＴ＆Ｔ(株)

森田　直孝 日本電信電話(株) 中川　達夫 日本電気(株)

特 金山　之治 日本電信電話(株) 特 赤田　正雄 日本電気(株)

貝山　明 ＮＴＴ移動通信(株) 小熊　弘 日本無線(株)

辻中　伸生 大阪メディアポート(株) 昆野　勝典 ﾉｰｻﾞﾝﾃﾚｺﾑｼﾞｬﾊﾟﾝ(株)

森　　政徳 安藤電気(株) 高取　正浩 (株)日立製作所

山中　登 アンリツ(株) 細田　雅明 富士通(株)

瀬戸口　芳 岩崎通信機(株) 特 加藤　正文 富士通(株)

松浦　力 大倉電気(株) 鈴木　弘喜 松下通信工業(株)

横田　潔 沖電気工業(株) 西川　宏 松下電器産業(株)

特 松沼　敬二 沖電気工業(株) 矢野　雅嗣 三菱電機(株)

塚本　隆博 キヤノン(株) 小笠原文廣 (株)リコー

田村　悦郎 シーメンス(株) 鼻戸　博昭 (株)東陽テクニカ

仲林　次郎 シャープ(株) 峰岸　敏之 (株)アドバンテスト

萩原　啓司 住友電気工業(株) 井坂　徳之 中部電力(株)

高野　俊介 ソニー(株) 阿部　明 (財)電気通信端末機器審査協会

古木　靖二 (株)大興電機製作所 早川　文康 東京電力(株)



（ＪＴ－Ｉ３６５．３）

（ＳＷＧ１検討グループ）

　＊特別専門委員 松沼　敬二 沖電気工業(株)

＊＊委員 森田　直孝 日本電信電話(株)

特別専門委員 杉崎　広正 日本高速通信(株)

特別専門委員 入交　俊之 日本電信電話(株)

特別専門委員 池田　兼一 安藤電気(株)

特別専門委員 茂木　正英 アンリツ(株)

特別専門委員 竹之下　博士 沖電気工業(株)

特別専門委員 宮崎　啓 シャープ(株)

特別専門委員 板倉　英三郎 ソニー(株)

特別専門委員 平山　浩司 (株)東芝

委員 寺内　進 日本ｱｲ･ﾋﾞｰ･ｴﾑ(株)

委員 中川　達夫 日本電気(株)

特別専門委員 牧本　明生 (株)日立製作所

特別専門委員 山本　明彦 富士通(株)

特別専門委員 福井　章人 松下通信工業(株)

特別専門委員 村上　謙 三菱電機(株)

特別専門委員 尾関　伸一郎 (株)リコー

委員 峰岸　敏之 (株)アドバンテスト

＊　検討グループリーダ

＊＊　　〃　　　サブリーダ

事務局　 大野　英雄（第二技術部）


	　　



